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その後 1994年 4月に資産経済研究部門が増設され、5大研究部門 15研究傾域となった。2000年 4月に
金融工学研究センターが設置され、2001年 10月には野村証券グループの寄附により「応用金融工学寄
附研究部門」（2004年 9月までのところ更新され、2007年 9月まで）が開設された。また、2002年 4月
には経済計画研究部門を複雑系経済研究部門に改称した。 
2004年 4月には 5大研究部門１センターを経済情報解析、経済制度、公共政策の 3大研究部門と金融
工学、複雑系経済の 2研究センターに改組すると共に、東京分室を開設した。2005年 7月には先端政策
分析研究センターが設置され、また、2007年 4月には日本漢字能力検定協会の寄附により「教育経済学
研究部門」（2010年 3月 31日まで）が、同年 10月には野村グループの寄附により「伊藤清博士ガウス






その後、1981年 4月、同本館建物は所内の全面改装と併せて 4階部分が増築、また、平成 9年度には
営繕により地下部分が改修され、4階建て延べ 3,150㎡の面積を有することとなった。 
2008年 3月、附属図書館別館が耐震改修工事を終了し、新たに経済研究所北館として引き渡しを受け














【年  表】  
1962年 3月 昭和 37年法律第 36号の公布により、国立学校設置法の一部が改正され、経済研究所の
京都大学附置が決定される。 
 4月 経済研究所が創設され、産業構造及び比較産業の 2研究部門をもって発足する。 
 5月 京都大学本部構内に事務部を開設する。 
 12月 京都大学経済研究所建築後援会が設立される。 
1963年 8月 左京区吉田下阿達町仮建物に移転する（研究室の一部は西部構内に存続）。 
1964年 4月 文部省令第 10号により、地域経済、資源経済の 2研究部門が増設される。 
 7月 前記建築後援会による新館建築が着工される。 
1965年 5月 新館竣工し、建築後援会より引渡しを受ける。新館に移転する。 
1966年 4月 文部省令第 24号により、計画経済、産業統計の 2研究部門が増設される。 
1968年 4月 産業構造、資源経済、産業統計の 3研究部門が実験部門となる。 
1972年 10月 創立 10周年にあたり、記念パーティー並びに所内において記念学術講演会を開催する。 
  創立 10周年にあたり、記念パーティー並びに大阪・朝日新聞ホールにおいて記念学術
講演会を開催する。 
1976年 4月 地域経済研究部門が実験部門になる。 
1977年 4月 文部省令第 15号により環境経済研究部門が増設される。 
1978年 4月 計画経済研究部門が実験部門となる。 
1979年 4月 文部省令第 12号により比較経済体制研究部門が増設される。 
1981年 4月 文部省令第 12号により現代経済分析研究部門（客員）が増設される。 
  本館研究棟を 4階建に増築した。 
1982年 11月 創立 20周年にあたり、大阪府立文化情報センターにおいて記念学術講演会を開催する。 
 12月 創立 20周年にあたり、所内において記念学術講演会を開催する。 
1983年 4月 文部省令第 11号により比較経済分析研究部門（外国人客員）が増設される。 
1986年 4月 文部省令第 19号により、数量産業分析、経済計画、資源環境、比較経済の大研究部門
となり、12研究領域に改組される。 
1991年 4月 1研究領域が増設され、13研究領域となる。 
1992年 10月 創立 30周年にあたり、経済学部において記念講演会を開催する。 
  創立 30周年にあたり、豊中・干里ライフサイエンスセンターにおいて記念シンポジウ
ムを開催する。 
1993年 3月 比較経済分析研究部門（外国人客員）の時限が到来した。 
 4月 文部省令第 19号により国際政治経済研究部門（外国人客員）が新設される。 
1994年 6月 文部省令第 24号により資産経済研究部門が増設され、5大研究部門 15研究領域となる。 
2000年 4月 附属金融工学研究センターが新設される。 
2001年 10月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」が新設される。 





 10月 創立 40周年にあたり、京都市国際交流会館において記念シンポジウム、並びに記念祝
賀会を開催する。 
 11月 創立 40周年にあたり、東京・学術総合センター（一橋記念講堂）において記念シンポ
ジウム、並びに記念祝賀会を開催する。 
2004年 2月 ロチェスター大学マッケンジー名誉教授に京都大学名誉博士の称号が授与される。 
  ロチェスター大学マッケンジー名誉教授から寄贈された蔵書により、マッケンジーライ
ブラリーを開設する。 
 4月 経済情報解析、経済制度、公共政策の 3大研究部門と金融工学、複雑系経済の 2研究セ
ンターに改組される。 
  東京丸の内に経済研究所東京分室が開設される。 
 10月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」の設置期間が 2007年 9
月 30日までに更新される。 
2005年 7月 附属先端政策分析研究センターが新設される。 
2006年 8月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」が「応用金融工学（野村
グループ）寄附研究部門」に改称される。 
2007年 4月 寄附研究部門「教育経済学研究部門」が新設される。（2010年 3月 31日まで） 
 10月 寄附研究部門「伊藤清博士ガウス賞受賞記念（野村グループ）数理ファイナンス寄附研
究部門」が新設される。（2010年 9月 30日まで） 
2008年 3月 附属図書館別館が耐震改修工事終了。新たに経済研究所北館となり引き渡しを受ける。 
 8月 GCOE（慶應義塾大学）プログラム実施に伴い、連携連絡ベースとして東京分室内に東
京（丸の内）オフィスを開設する。（2012年 1月 31日まで） 
 9月 GCOE（慶應義塾大学）プログラム実施に伴い、教育・研究実施ベースとして東京（三
田）オフィスを開設する。 
 12月 工学部総合研究 2号館 4階南側 816㎡のフロアを経済研究所に研究室・講義室スペース
として引き渡しを受ける。 
2009年 4月 公共政策研究部門が、経済戦略研究部門に改称される。 
2010年 4月 附属金融工学研究センターが、ファイナンス研究部門に改組される。 
  「先端経済理論の国際的共同研究拠点」として、共同利用・共同研究拠点に認定される。
（2010年 4月～2016年 3月） 
  連携ユニットとして、「統合複雑系科学国際研究ユニット」が新設される。 
（2015年 3月 31日まで） 
  生存基盤科学研究ユニットに参画する。 
2011年 4月 附属先端政策分析研究センターが部局内措置となる。 
2012年 9月 経済研究所本館耐震改修工事開始。（2013年 3月耐震改修工事終了） 
 11月 創立 50周年にあたり、京都大学医学部構内芝蘭会館において記念講演会、記念式典、
並びに記念祝賀会を開催する。 





岸本 誠二郎 昭和 37年 4月 1日 ～ 昭和 41年 3月 31日 
青山 秀夫 昭和 41年 4月 1日 ～ 昭和 46年 11月 30日 
馬場 正雄 昭和 46年 12月 1日 ～ 昭和 49年 3月 31日 
森口 親司（事務取扱） 昭和 49年 4月 1日 ～ 昭和 49年 7月 15日 
尾上 久雄 昭和 49年 7月 16日 ～ 昭和 53年 7月 15日 
行澤 健三 昭和 53年 7月 16日 ～ 昭和 55年 2月 8日 
宮崎 義一（事務取扱） 昭和 55年 2月 8日 ～ 昭和 55年 3月 31日 
宮崎 義一 昭和 55年 4月 1日 ～ 昭和 58年 4月 1日 
尾上 久雄 昭和 58年 4月 2日 ～ 昭和 61年 3月 31日 
馬場 正雄 昭和 61年 4月 1日 ～ 昭和 61年 10月 27日 
小池 和男（事務取扱） 昭和 61年 10月 27日 ～ 昭和 61年 12月 13日 
小池 和男 昭和 62年 1月 1日 ～ 昭和 63年 3月 31日 
杉本 昭七 昭和 63年 4月 1日 ～ 平成 2年 3月 31日 
佐和 隆光 平成 2年 4月 1日 ～ 平成 6年 3月 31日 
福地 崇生 平成 6年 4月 1日 ～ 平成 7年 3月 31日 
佐和 隆光 平成 7年 4月 1日 ～ 平成 11年 3月 31日 
藤田 昌久 平成 11年 4月 1日 ～ 平成 13年 3月 31日 
佐和 隆光 平成 13年 4月 1日 ～ 平成 18年 3月 31日 
西村 和雄 平成 18年 4月 1日 ～ 平成 22年 3月 31日 
矢野  誠 平成 22年 4月 1日 ～ 平成 24年 3月 31日 
溝端 佐登史（現職） 平成 24年 4月 1日 ～     
 
【名誉教授一覧】 授与年月日 
岸本 誠二郎 昭和 41年 4月 2日 
青山 秀夫 昭和 48年 4月 2日 
尾上 久雄 昭和 61年 4月 1日 
宮崎 義一 平成 2年 1月 23日 
瀬尾 芙巳子 平成 5年 4月 1日 
杉本 昭七 平成 8年 4月 1日 
森口 親司 平成 9年 3月 4日 
福地 崇生 平成 9年 3月 4日 
青木 昌彦 平成 13年 3月 6日 
佐和 隆光 平成 18年 4月 1日 
上原 一慶 平成 19年 4月 1日 
坂井 昭夫 平成 19年 4月 1日 
藤田 昌久 平成 19年 4月 1日 
塚谷 恒雄 平成 20年 4月 1日 
西村 和雄 平成 22年 4月 1日 
若杉 隆平 平成 24年 4月 1日 
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上記の研究組織の改組・増員が実現されると、経済研究所は 3 研究部門、2 研究センター、そして研
究分野全体に跨る先端経済分析研究推進機構により構成される研究組織を持つことになり、30人の教員
に加え、国内外客員研究員、ポスドク研究員、非常勤講師、招へい外国人研究者等から成る、日本の経
































も、受け入れた若手研究者の出身大学は京都大学以外で 11 校に上り、そのうち 7 校は海外の大学であ
る。その就職先も 12 校に上り、経済研究所は優れた若手研究者にとって、理想的な研究環境のもとで







(1) 複雑系経済研究センターの新設（定員 1名増） 
複雑系経済研究部門を改組し、複雑系経済研究センターを新設する。また、残り 4 部門と金融工
















・IT 管理室：所内 LAN の管理、データセンターの管理・運営のため、現在の計算機委員会を改組
し、常勤の専門担当者 1名を配置する。 






















成 9年から平成 19年）が約 47.3 件（一名当たり 1.9件）、SSCI（ Social Science Citation Index ）にお
ける一名当たり論文被引用数（昭和 46年から平成 19年）が 175.6件であり、研究活動が極めて活発に
継続されている。また、21 世紀 COE プログラム「先端政策分析のインターフェイス拠点の形成」を推
進するほか、研究所内に各種の研究センターを設置し、経済学分野の先端的国際研究拠点として活発に
共同研究を行い、複雑な社会・経済問題に対処するための学際的研究に取り組んできた。その一環とし
て、International Journal of Economic Theory を刊行してきた。研究資金の獲得状況については、平成 16
年度から平成 19年度の各年度における科学研究費補助金の採択率がそれぞれ 61.1％、70.6％、75.0％、
89.5％と極めて高く、受入れ金額合計が 5,830万円、4,340万円、3,720万円、3,129万円である。その
他の競争的外部資金の受け入れ状況は、21 世紀 COE プログラムが１件、平成 16 年度から平成 18 年度
の各年度の寄付金がそれぞれ 4,150 万円、4,227.5 万円、7,190 万円であり、受託研究費は 910 万円、


































































































































































































 2010年度 2011年度 2012年度 
教 授 16 16 15 
准 教 授 6 6 6 
講 師 0 0 0 
助 教 3 3 3 
計 25 25 24 
 
事 務 職 員 9 9 9 
非常勤職員 43 34 34 




 教 授 准教授 講 師 助 教 
教員の平均年齢 53歳 41歳 －歳 35歳 
平均勤続年数 23年 12年 －年 4年 




























教 授  照山 博司 「マクロ計量経済分析」 
教 授  小佐野 広 「ミクロ計量経済分析」 
准教授  奥井 亮  「ミクロ計量経済分析」 
 
非常勤講師  神谷 和也 「動学的契約理論」（東京大学大学院経済学研究科 教授） 
非常勤講師  大屋 幸輔 「経済時系列解析」（大阪大学大学院経済学研究科 教授） 
 





教 授  溝端 佐登史 「制度の経済分析」 
教 授  原 千秋   「組織の経済分析」 
教 授  三野 和雄  「国際貿易と経済成長の経済分析」 
 
非常勤講師  梶谷 懐  「現代中国における財政・金融システム」 
（神戸大学大学院経済学研究科 准教授） 
非常勤講師  伊原 亮司 「日本企業の労働システム」（岐阜大学地域科学部 准教授） 
 
研究支援推進員  堀部 恵美子 





教 授  今井 晴雄 「ゲーム理論」 
教 授  有賀 健  「環境・公共政策」 
教 授  梶井 厚志 「市場経済戦略」 
准教授  関口 格  「ゲーム理論」 
 
非常勤講師  高宮 浩司 「経済戦略の動学ゲーム分析」（新潟大学経済学部 准教授） 
非常勤講師  若山 琢磨 「経済戦略の動学ゲーム分析」（龍谷大学経済学部 講師） 
 
事務補佐員  西村 法子 
事務補佐員  増田 実記 





教 授  柴田 章久 「リスク管理」 
教 授  矢野 誠  「市場の質」 
教 授  西山 慶彦 「金融計量経済分析」 
助 教  岩佐 和道 「金融計量経済分析」 
 
外国人研究員（客員教授）  Byung-Yeon KIM 「市場経済移行と比較経済学」 
（ソウル国立大学校 教授）（2011.9.1～2012.5.31） 
 
外国人研究員（客員教授）  Sergey ZAKHAROV 「人口経済学と比較経済学」 
（ロシア高等経済大学院 准教授）（2012.3.11～2012.9.1） 
 




外国人研究員（客員准教授） Giulio SECCIA 「戦略的倒産の金融市場均衡への影響の分析」 
（サウザンプトン大学 准教授）（2012.7.15～2013.7.14） 
 
非常勤講師  浅野 貴央 「ナイト的不確実性下の投資行動」 
（岡山大学大学院社会文化科学研究科 准教授） 
 
非常勤講師  小西 葉子 「ミクロデータを用いた計量経済分析」 
（独立行政法人経済産業研究所 研究員） 
 
研究員（研究機関） 佐藤 健冶 「マクロ経済学・経済システムに関する先端的研究」 
（2012.4.1～ ） 
 









客員教授   雲 和広  「ロシア人口動態の数量的分析：経済社会学的接近」 
（一橋大学経済研究所 教授）（2012.10.1～2013.3.31） 
 
客員准教授  花薗 誠  「公共部門における競争入札制度のゲーム理論分析」 
（名古屋大学大学院経済学研究科 准教授）（2012.4.1～2012.9.30） 
 





教 授  中嶋 智之 「複雑系経済学」 
教 授  森 知也  「空間経済学」 
教 授  新後閑 禎 「経済動学」 
助 教  髙橋 修平 「複雑系経済学」（2012.7.1～ ） 
 
非常勤講師  青木 浩介 「金融政策」（東京大学大学院経済学研究科 准教授） 
非常勤講師  堀井 亮  「経済成長」（東北大学大学院経済学研究科 准教授） 
 





教 授  大森 恵子   
准教授  中澤 正彦   
准教授  鈴木 将覚   
准教授  佐藤 正弘   
准教授  佐分利 応貴  
 
研究員（産官学連携）  行本 雅 
研究員（産官学連携）  平野 大昌 
研究員（産官学連携）  栗田 郁真 
研究員（産官学連携）  小寺 剛 
研究員（産官学連携）  中川 雅央（2012.4.1～2013.3.31） 
研究員（産官学連携）  林 健太（2012.4.1～2013.3.31） 
 
事務補佐員  野崎 奈々（ ～2012.7.31） 
事務補佐員  中川 加奈子（ ～2013.1.31） 
事務補佐員  中山 尚子（2012.7.20～ ） 
ｵﾌｨｽｱｼｽﾀﾝﾄ  張 紅咏 （ ～2013.3.31） 
 
 
【研 究 部 門】 
 
特定助教（GCOE） 小松原 崇史（ ～2013.3.31） 
研究員（GCOE）  西村 和雄（特任教授）（ ～2013.3.31） 
研究員（科学研究） 藤田 昌久（特任教授） 
研究員（科学研究） 若杉 隆平（客員教授）（2012.4.1～ ） 
研究員（GCOE）  阿部 光敏（2012.4.1～2012.5.31） 
研究員（GCOE）  井上 寛規（2012.4.1～ ） 
研究員（GCOE）  安本 晋也（2012.4.1～2013.3.31） 
研究員（GCOE）  内藤 克幸（2012.4.1～2013.3.31） 
研究員（科学研究） 青木 隆明（2012.4.1～ ） 
研究員（科学研究） 田中 藍子（2012.4.1～ ） 
 
教務補佐員  田宮 すみ恵 
教務補佐員  奥田 由美子 
教務補佐員  大津 敦子 
教務補佐員  岡村 美香 
ｵﾌｨｽｱｼｽﾀﾝﾄ  稲川 三千代（2012.4.1～ ） 
事務補佐員  島本 景子 
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【事 務 部】 
 
事務長  馬場 整（2012.4.1～2013.3.31） 
総務掛  隅井利和（掛長）  中島 志保（掛員）（2012.4.1～ ）  原 裕美（掛員） 
東 宏子（事務補佐員）  江村 真奈美（事務補佐員）（2012.4.1～ ） 
伊藤 麻友子（派遣） 
会計掛  井上 智志（掛長）（2012.4.1～ ）  松村 美穂（主任）  西尾 秀雄（主任） 
大下 雅代（事務補佐員）  勝田 孝子（労務補佐員）   
岡島 賢一郎（コンピュータネットワークサポート：派遣）（2012.5.31～ ） 





















































  若杉 隆平 
   「経済危機と社会インフラの複雑系分析」研究推進室 客員教授 就任 
 
  木島 正明（首都大学東京大学院社会学研究科教授） 
    現代経済分析研究部門 客員教授 就任 （ ～2012.9.30） 
 
  花薗 誠 （名古屋大学大学院経済学研究科准教授） 
    現代経済分析研究部門 客員准教授 就任 （ ～2012.9.30） 
 
2012.5.31 
  Byung-Yeon KIM（ソウル国立大学経済学部教授） 
    ファイナンス研究部門 外国人研究員（客員教授） 退職 
 
2012.7.1 
  髙橋 修平  複雑系経済研究センター 助教 採用 
 
2012.7.15 
Giulio SECCIA（サウザンプトン大学 准教授） 
ファイナンス研究部門 外国人研究員（客員准教授） 採用（ ～2013.7.14） 
 
2012.9.1 
  Sergey ZAKHAROV（ロシア高等経済大学院准教授） 
    ファイナンス研究部門 外国人研究員（客員教授） 退職 
 
2012.10.1 
  雲 和広（一橋大学経済研究所 教授） 
    現代経済分析研究部門 客員教授 就任 （ ～2013.3.31） 
 
  劉 慶豊（小樽商科大学商学部経済学科 准教授） 
    現代経済分析研究部門 客員准教授 就任 （ ～2013.3.31） 
 
2012.11.26 
Károly Attila SOÓS（ハンガリー科学アカデミー シニアリサーチフェロー） 
    ファイナンス研究部門 外国人研究員（客員教授） 採用（ ～2013.3.16） 
 
2013.3.31 




土部 大章   「ソフトウェア産業における垂直統合政策の研究」（2012.4.1～2013.3.31） 
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２－３ 予 算 
 
運営費交付金                            単位（千円） 
年 度 
項 目 
2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 
人 件 費 408,602 432,230 356,796 396,450 347,616 
物 件 費 97,463 138,084 114,298 117,939 96,535 
 
 
科学研究費補助金                         単位（百万円） 
年 度 
研究種目 
2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度
特別推進研究 件数 0／0 0／0 0／1 1／1 1／1 
 金額 0 0 0 57 73 
特定領域研究 件数 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 
 金額 0 0 0 0 0 
新学術領域研究 件数 0／1 0／1 0／0 0／0 0／0 
 金額 0 0 0 0 0 
基盤研究 件数 11／16 11／11 11／11 11／11 10／12 
 金額 34 31 33 21 22 
萌芽的研究 件数 0／0 0／0 0／0 0／0 0／1 
 金額 0 0 0 0 0 
若手研究 件数 6／9 2／2 2／2 1／1 1／2 
 金額 5 1 1 1 1 
計 件数 17／26 13／14 13／14 13／13 12／16 
 金額 39 32 34 79 96 







2003 年度 2004 年度 2005 年度 2006 年度 2007年度
先端経済分析のインターフェイ
ス拠点の形成 







2009年度 2010年度 2011年度 2012年度
市場の高質化と市場インフラの総合的設計
（慶応義塾大学連携） 
103,038 79,260 64,303 66,071
人間行動と社会経済のダイナミクス 
（大阪大学連携） 
19,097 14,690 14,400 15,500







2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度
民間等との共同研究 
件数 3 2 2 2 2 
金額 18 20 20 21 23 
寄 附 金 
件数 5 2 1 7 4 
金額 55 20 0.3 9 3 
受託研究費 
件数 4 4 4 4 4 
金額 166 29 34 18 25 
計 
件数 12 8 7 13 10 
金額 239 69 54.3 48 51 
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区 分 図 書 冊 数 雑 誌 種 類 数 
和 書 41,249 冊 2,687 種 
洋 書 39,824 冊 1,222 種 



















２－５ 敷地と建物 （2013年3月31日現在） 
 
敷 地  京都市左京区吉田本町（京都大学本部構内）         890㎡ 
建 物  鉄筋コンクリート４階建 （本館） 



























































































































【附属先端政策分析研究センター】Research Center for Advanced Policy Studies  


















































とし、一般研究課題と合わせて、以下の 12 件が採択された。 
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を積極的に開催すると同時に、International Journal of Economic Theory, Pacific Economic Review, 










雑系科学国際研究ユニット」（本ユニット）を 2010 年 4 月 1日より設置し、事務局を経済研究所に置き、
代表を西村和雄（経済研究所特任教授）が務めている。  
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【グローバル COE】 Global COE Programs 
「市場の高質化と市場インフラの総合的設計」（慶應義塾大学・京都大学連携拠点） 





し、市場の質を低下させ、経済危機に至るとされる。当初の拠点形成計画調書（当初調書、2008 年 2 月
提出）では、「サブプライム問題…など、現代経済の多くの問題が市場の質の低さに起因する」と強調
し、深刻な危機に至る危惧を表明した。この危惧は 2008 年 9 月の世界金融危機によって現実となり、
2009 年 2 月には日本学術会議と共同で緊急シンポジウムを開くなど、「市場の質理論」の重要性が広く
認識されるようになった。 









また、本研究所は、2005 年に 21 世紀 COE「先端経済分析のインターフェイス拠点の形成」の活動の一
環として、慶應義塾大学 21世紀 COE と共同で、経済理論の国際専門誌 “International Journal of Economic 
Theory” をイギリスの Blackwell 社（2007 年から Wiley-Blackwell 社）から発刊した。この雑誌は GCOE
に継承され、日本の研究者が中心となって編集するものとしては初めての経済理論の国際専門誌として
高い評価を受け、発刊 3年後にして“Social Sciences Citation Index”に収録が決まるなど大きな成功を収め
ている。
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【グローバル COE】Global COE Programs 
「人間行動と社会経済のダイナミクス」（大阪大学・京都大学連携拠点） 
“Human Behavior and Socioeconomic Dynamics”（Joint Program with Osaka University） 















を国際的に発表していく能力である。博士課程の学生は、GCOE 集中講義や GCOE ワークショップ・
コンフェレンスへの参加を通じて世界最先端の研究成果に日常的に触れるとともに、本 GCOE プロジ







【ＩＣＡＭ京都】 ICAM Kyoto Branch  
ICAM はサンタフェ研究所の David Pines 教授によって、カリフォルニア州立大学機構に 2002 年 7
月に創設された複雑系研究所である。2005 年 7 月から、ICAM の京都支部を発足して、活動している。







































































Wen-Tai Hsu （Chinese U of Hong Kong） 














Yang Feng（Columbia University） 
モデル平均推定における統計的推測 
三野和雄 







氏 名 研 究 課 題  
今井 晴雄 交渉解理論の多面的分析 
新後閑 禎 非線型経済動学の研究 
小佐野 広 リアル・オプションモデルとコーポレート・ファイナンス 
照山 博司 雇用調整費用の形態と雇用変動 
溝端 佐登史 市場移行国の多国籍企業の組織・制度・戦略に関する実証研究 
矢野 誠 市場の質と市場での競争上公正性の研究 
柴田 章久 信用制約とマクロ経済 
有賀 健 職業選択の理論と計量 
梶井 厚志 不安と期待による市場経済の不安定性に関する新しい理論的アプローチ 
西山 慶彦 ノンパラメトリックな同時方程式モデルにおける特定化の検定 
原 千秋 社会的時間割引率 
森 知也 都市システムの自己組織化に関する理論分析 
関口 格 不完全情報・不完備情報の動学ゲームにおける情報獲得問題 
中嶋 智之 日本経済のマクロ分析 
奥井 亮 パネルデータを用いた動学分析 
三野 和雄 構造変化のマクロ動学分析 




研究種目 課題番号 研究代表者名 金額 研究課題名 
若手研究（B） 22730176 奥井 亮 900 パネルデータのための時系列解析統計量の開発
特別推進研究 23000001 矢野 誠 73,300 経済危機と社会インフラの複雑系分析 
基盤研究（A） 24243035 照山博司 7,000 日本の雇用の非正規・正規間移行に関する 実証的・実験的研究 
基盤研究（B） 




（助成金） 〃 〃 1,700 〃 
基盤研究（B） 22330067 西山慶彦 3,200 意思決定構造の計量経済モデルに基づくセミ・ノンパラメトリック統計解析とその応用 
基盤研究（B） 22330076 森 知也 1,100 「新しい空間経済学」における基本的実証分析枠組の構築 
基盤研究（B） 23330063 西村和雄 3,600 多数経済主体と非線形経済動学 
基盤研究（C） 22530225 溝端佐登史 1,000 ロシア多国籍企業の組織・戦略に関する実証研究 
基盤研究（C） 20530153 関口 格 100 繰り返しゲーム理論における非フォーク定理的アプローチ 
基盤研究（C） 23530217 小佐野 広 700 ノンリコース・ファイナンスの理論的合理性と実証的インプリケーション 
基盤研究（C） 
（基金） 23530218 中嶋智之 900 リスクシェアリングのマクロ経済分析 
基盤研究（C） 
（基金） 23530220 三野和雄 1,100 構造変化のマクロ経済分析 
特別研究員 
奨励費 24・5301 金原大植 600 外正的技術進歩を考慮した内正成長理論 
特別研究員 




スタート支援 24830044 佐藤健治 1,300
複雑な景気循環現象が発生するメカニズムの数
理的解明とその応用 
合計 98,900  
 
【参考資料】 2008 年度～2012 年度の科学研究費補助金交付状況 
 年 度 
項 目 
2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 
交付件数（件） 15 14 13 13 13




研究種目 課題番号 研究分担者名 分担金 研究課題名 
挑戦的萌芽研究 22653028 柴田章久 100 日本の経済学研究における生産性比較 
基盤研究（S） 20223001 西村和雄 2,000 ゲーム理論のフロンティア：理論と応用 
基盤研究（S） 〃 今井晴雄 3,000 〃 
基盤研究（S） 〃 梶井厚志 3,700 〃 
基盤研究（S） 〃 原 千秋 1,500 〃 
基盤研究（S） 〃 関口 格 1,500 〃 
基盤研究（A） 21243021 西村和雄 400 グローバル化と知の時代における空間経済学の新展開 
基盤研究（A） 〃 森 知也 400 〃 
基盤研究（A） 22240030 西山慶彦 400 科学的政策決定のための統計数理基盤とその有効性実証 
基盤研究（A） 23243032 溝端佐登史 1,000 比較移行経済論の確立：市場経済化 20 年史のメタ分析 
基盤研究（B） 21330055 森 知也 800 国際輸送の分析とインフラストラクチャ整備政策
基盤研究（B） 〃 西山慶彦 400 〃 
基盤研究（B） 22330067 奥井 亮 400 意思決定構造の計量経済モデルに基づくセミ・
ノンパラメトリック統計解析とその応用 
基盤研究（B） 
（合算化） 24330074 照山博司 700 所得・賃金格差再訪：事業所間格差の探究 
基盤研究（B） 
（合算化） 23310032 今井晴雄 300 国際環境協定の下でのメカニズムの経済分析 
基盤研究（B） 
（合算化） 23330060 照山博司 350 関係指向性と日本経済の長期パフォーマンス 
基盤研究（B） 
（合算化） 〃 柴田章久 350 〃 




寄 附 金   （単位：千円）
寄附者 担当教員名 寄附金額 寄附目的 
公益財団法人 





















委託者 担当教員名 受託金額 研究課題名 
環境省 大森 恵子 10,300 平成 24 年度市場活用型の地球温暖化防止政策の効果把握に関する調査研究事業委託業務 
内閣府 佐藤 正弘 4,024 幸福度指標における持続可能性面の指標の在り方に関する調査研究 
みずほ総合研究所 
株式会社 鈴木 将覚 10,000 抜本的な税制改革に関する調査研究 
地球環境戦略研究機関 佐藤 正弘 377 環境・経済・社会を総合的に評価するための指標及び統計情報のあり方に関する政策研究 
 24,701
 
【参考資料】 2008 年度～2012 年度の寄附金、受託研究費等受入状況      （単位：百万円） 
年 度
項 目 
2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度
民間等との共同研究 
件数 3 2 2 2 2 
金額 18 20 20 21 23 
寄  附  金 
件数 5 2 1 7 4 
金額 55 20 0.3 9 3 
受 託 研 究 費 
件数 4 4 4 4 4 
金額 166 29 34 17 25 
計 
件数 12 8 7 13 10 




年月日 報告者･所属 タイトル 主催 
12/4/5 
Julio Davila 
CORE, UC Louvain and 






State University Higher 
School of Economics 
Demographic Trends in Russia : What we Know about the 






A Characterization of Simultaneous Ascending Rule : 

















Automated Equilibrium Analysis of Repeated Games with 




Asymptotic Inference for Dynamic Panel Estimators of 





Asset prices, trading volumes, and investor welfare in markets 

















Bubbles, banks, and financial stability  
マクロ経済学・ 
経済システム研究会
Enrico D'Ambrogio  
欧州議会 
How the European Union changed in one night 
雲 和広 
一橋大学 









Gábor Dávid Kiss 
セケド大学 
















Bootstrap Procedures for Instrumental Variable Models with 






















Transactions as a Source of Agglomeration Economies : 





Manufacturing Plants’ Use of Temporary Workers :  





Collateral Constraints and Legal Protection of Lenders : 
A Macroeconomic Perspective 
Market Quality 








A Theory of Multi‐Dimensional Auctions with 

















証券市場の質に関する JHPS データ 
Market-Quality 






Law and Disaster: Information Handling and Information 




Flexible Renegotiation and Persistent Private Information 
ミクロ経済学・ 
ゲーム理論研究会 Nizar Allouch 
ロンドン大学 





Promoting School Competition Through School Choice :  

















Market Quality  


































































































R&D Collaboration Networks in the Field of Fuel Cells 
グローバル市場にお
ける企業の国際化に
関する研究報告会 秋山 太郎 
横浜国立大学 

















Testing model selection in phylogenetic inference using 
multiscale bootstrap プロジェクト研究主
催研究会（計量経済
学セミナー共催） 下津 克己 
東京大学 






























Market Quality  
























Specification Test for Multinomial Choice Model 計量経済学セミナー
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An Iteratively Expansive Unimodal Map is Strong Ergodic 
Chaos 
Market-Quality 
Workshop 第 7 回 
大野 由夏 
北海道大学 
International Harmonization of the Patent-Issuing Rules 
Avinash K. Dixit 
プリンストン大学 




Empirical estimations of value of travel time savings in 
Japan : Meta-analysis approach and revealed- preference data 




Agglomeration and directional imbalance of transport costs : 










Equilibrium Cooperative Groups in Collective Action : 


















Choice of Product Architecture and Labor Turnover 
James R. Markusen 
コロラド大学 
Per-Capita Income as a Determinant of Cooperative and 
Non-Cooperative International Trade Policy 
Chen jiawei 
カリフォルニア大学 
How Do Switching Costs Affect Market Concentration and 
Prices in Network Industries? 
出井 文男 
神戸大学 
Discrete Demand Shift Dumping 
矢野 誠 
京都大学経済研究所 




Longshot bias in parimutuel markets :  









Open Innovations, Productivity and Export :  






Open Innovations, Productivity and Export : 
Evidence from Japanese Firms 
若杉 隆平 
京都大学経済研究所 
Effects of Ownership on Export and FDI :  







Characterizing the Social Value of Information 






Differentiation, Interface Technology, and the Economies of 
Scope as the Determinants of Product Outsourcing 

























Comparative Impatience under Random Discounting 
ミクロ経済学・ 




Jacek B. Krawczyk 
ヴィクトリア大学 











James R. Markusen 
コロラド大学 
Per-Capita Income as a Determinant of International Trade 
and Environmental Policies 
Market-Quality 
Workshop 第 8・9回 
12/11/28 
Ann M. Carlos 
コロラド大学 
Share Portfolios and Risk Management in the Early Years of 











The emerging problems of Vietnamese labours :  
















Endogenous Institutions and Inequality 
天龍 洋平 
京都大学 




Optimal Volatility Forecasting Model For The China Stock 















Incentives and Social Preferences in a Traditional Labor 


















Pricing strategies for congested multi-sided airport markets 
都市経済学 











Karoly Attila Soos 
ハンガリー科学アカデミー 








Reputation and Search 
Market-Quality 























Rethinking China’s Path Of Industrialization 
Market-Quality 










STV Elections by Feedback Counting :  






An Ambiguity-Free Asset and Portfolio Inertia under 





A spatial approach to identifying agglomeration determinants










Central and Eastern Europe in the World Economy.  







Economic Crisis and 
Market Quality 
第 12 回 
藤生 裕 
千葉経済大学 
Motive for Two-sided Intergenerational Transfers 
太田 塁 
千葉経済大学 
The "Law of Rising Price" in an Imperfectly Competitive 
Declining Industry （Joint with Makoto Yano and Fumio Dei） 
瀬古 美喜 
慶応義塾大学 
Subjective Belief, External Information and Earthquake 
Insurance Purchase : Evidence from Post- Quake Japanese 
Data（Joint with Takuya Ishino） 
東 三鈴 
千葉経済大学 
Two-Sided Transfers from Adult Children of Elderly Persons
（Joint with Hiroshi Fujiu） 
直井 道生 
東海海洋大学 
Subjective Belief, External Information and Earthquake 
Insurance Purchase : Evidence from Post- Quake Japanese 




Multimarket Contact under Demand Fluctuations :  













































Macroeconomic Stability and Welfare under Fiscal Discipline 
in a Small Open Economy 
新居 理有 
広島大学 
A Numerical Evaluation on a Sustainable Size of Primary 








Longitudinal trends in equity of park accessibility in Japan : 
An investigation of the role of causal mechanisms 
Market-Quality 




Implementability and equity in production economies with 








ワークショップ Marcus Berliant 
ワシントン大学 












Decomposition of Supply and Demand Shock in Production 





Political Structure as a Legacy of Indirect Colonial Rule : 
Bargaining between a National Government and Rural Elites 
in Africa GCOE 研究会 
松岡 多利思 
首都大学東京 




Perpetual Leapfrogging in International Competition 
Market-Quality 




Generalized Belief Operator and the Impact of Small 
















ア ジ ア 24 33 18 32 
北 米 14 16 14 16 
中 南 米 0 1 1 3 
ヨ ー ロ ッ パ 15 13 21 29 
オ セ ア ニ ア 8 5 7 6 
中 東 1 0 1 2 
ア フ リ カ 1 0 2 1 
計 63 68 64 89 
 
海外渡航 
氏 名 期 間 目 的 国 渡航目的 
溝端 佐登史 3/29 ～ 4/1 シンガポール 
National University of Singapore にて「市場の高質
化と市場インフラの総合的設計」に関するワーク
ショップにて報告、情報収集 
小松原 崇史 3/29 ～ 4/1 シンガポール 
National University of Singapore にて「市場の高質
化と市場インフラの総合的設計」に関するワーク
ショップにて報告、情報収集 
梶井 厚志 4/13 ～ 5/11 イタリア 
ベニス大学にて「ゲーム理論のフロンティア：理
論と応用」に関する資料収集及び研究報告・討論
小佐野 広 4/25 ～ 5/19 オーストラリア
オーストラリア国立大学（ANU）Crawford School of 




三野 和雄 5/11 ～ 5/17 台湾 
中央研究院経済研究所にて「構造変化のマクロ経
済分析」に関する共同研究打合せ 
奥井 亮 5/14 ～ 5/22 中国 




小佐野 広 5/21 ～ 5/23 台湾 国立精華大学にて研究会に出席、研究発表 
大森 恵子 5/21 ～ 5/23 中国 
"International Seminar on Green Economy Indicators" に出
席し、情報収集、意見交換および研究報告 





氏 名 期 間 目 的 国 渡航目的 
三野 和雄 6/11 ～ 6/15 台湾 
公共経済理論学会 2012 年度大会に出席し、 
「構造変化のマクロ経済分析」に関する報告、発
表及び情報収集 









原 千秋 6/29 ～ 7/4 オーストラリア
12th SAET Conference on Current Trends in Economics に
参加、報告し、「ゲーム理論のフロンティア：理論
と応用」に関わる研究、情報収集 




中嶋 智之 7/6 ～ 7/14 アメリカ 
「リスクシェアリングのマクロ経済分析」に関す
る研究発表、研究打合せ及び資料収集 
今井 晴雄 7/6 ～ 7/15 
リトアニア 
フィンランド 
EDGORD に参加、EURO2012 に参加・発表、 
「ゲーム理論のフロンティア：理論と応用」に関
する情報及び資料収集 
森 知也 7/8 ～ 7/22 シンガポール National University of Singapore にて市場の高質化
と市場インフラの総合的設計についての共同研究
原 千秋 7/12 ～ 7/16 韓国 
Workshop in Financial Economics and Mathematics に参
加・報告し、情報収集 




奥井 亮 7/22 ～ 7/30 ウガンダ 














矢野 誠 7/26 ～ 8/11 アメリカ 
フロリダ大学にて、資料・情報収集、関係者との
研究打合せ 





氏 名 期 間 目 的 国 渡航目的 
















岩佐 和道 8/26 ～ 9/1 スペイン EEA ESEM MALAGA 2012 に参加し、「動学的国際
貿易モデル」に関する情報収集 
髙橋 修平 8/26 ～ 9/6 アメリカ 「家計債務と景気循環」に関する打ち合わせ 
中澤 正彦 8/30 ～ 9/13 アメリカ CIM に参加し、情報収集と意見交換 
梶井 厚志 9/2 ～ 9/7 中国 孫寧教授と「ゲーム理論のフロンティア：理論と応
用」に関する共同研究打合せ 












鈴木 将覚 9/22 ～ 9/29 インド 
「抜本的な税制改革に関する調査研究」に関するイ
ンドの法人調査 
溝端 佐登史 9/26 ～ 10/4 ベトナム 「フィールドワークの知と人間科学」国際ワークシ
ョップに参加し、情報収集 
佐藤 正弘 10/1 ～ 10/6 カナダ 
国連環境・経済統合勘定に関するロンドングループ
会合への出席 
矢野 誠 10/18 ～ 10/29 アメリカ 
Harrison Chen 教授と「経済危機と社会インフラの複
雑系分析」に関する共同研究打ち合わせ 
森 知也 10/28 ～ 11/11 
アメリカ 
カナダ 
Tony E.Smith 教授と共同研究、第 59 回国際地域学会
北米大会に参加し、研究報告および情報・資料収集





溝端 佐登史 11/6 ～ 11/7 韓国 「Asia Economic Community Forum 2012」に参加・
報告し、情報収集 
髙橋 修平 11/8 ～ 11/20 アメリカ 




氏 名 期 間 目 的 国 渡航目的 
溝端 佐登史 11/11 ～ 11/18 ロシア 
「平成 24 年度国庫補助事業：ロシア新規市場開拓
可能性調査」に関する現地調査をし、情報収集 
梶井 厚志 11/14 ～ 11/18 シンガポール 
「ゲーム理論のフロンティア：理論と応用」に関す
る資料収集 








鈴木 将覚 11/29 ～ 12/1 韓国 韓国の税制調査 







岩佐 和道 12/5 ～ 12/9 チェコ 
International Institute of Social and Economic Sciences が開
催するコンファレンスに出席し「動学的国際貿易モ
デル」に関する情報収集 




中澤 正彦 12/12 ～ 12/17 タイ 9th OECD-ASIAN SENIOR BUDGET OFFICIALS ANNUAL MEETING に出席し、報告および意見交換





小佐野 広 12/14 ～ 1/15 オーストラリア
コーポレート・ガバナンスに係る研究打合せ、およ
び情報収集 
有賀 健 12/16 ～ 12/20 アメリカ 
大阪大学の大竹教授及び佐々木准教授と研究打ち
合わせ、"6th Meeting of the Trans-Pacific Labor Seminar 
in Hawaii" に参加し、情報収集 
奥井 亮 12/18 ～ 12/24 インド Asian Meeting of the Econometric Society 2012 に参
加・報告し、情報及び資料収集 
髙橋 修平 12/18 ～ 12/24 インド Asian Meeting of the Econometric Society 2012 に参加
し、報告・情報収集 
岩佐 和道 12/19 ～ 12/23 スイス Reto Follmi 教授と「動学的国際貿易モデル」に関す
る研究打合せ 




氏 名 期 間 目 的 国 渡航目的 




関口 格 1/3 ～ 1/7 アメリカ AEA2013 Annual Meeting に出席、「ゲーム理論のフロ
ンティア：理論と応用」に関するディスカッション
原 千秋 1/8 ～ 1/11 シンガポール 
The First Asian Quantative Finance Conference で招待
講演者として研究報告し、情報収集 
関口 格 1/9 ～ 1/13 イギリス 1st Bristol-Kyoto Symposium に参加 
溝端 佐登史 1/9 
 
1/13 イギリス 1st Bristol-Kyoto Symposium に参加・報告し、情報収集
今井 晴雄 1/17 ～ 1/22 イラン Operations Research and Optimization 2013 に参加し、
情報及び資料収集 
関口 格 2/5 ～ 2/10 アメリカ 花薗誠客員准教授（名古屋大学）と「ゲーム理論の
フロンティア：理論と応用」に関する共同研究 





原 千秋 2/17 ～ 2/21 フランス Workshop on Mathematical Economics and Finance で招
待講演者として研究報告し、情報収集 
岩佐 和道 2/20 ～ 2/24 オーストリア 6th FIW Research Conference "International Economics" に
参加し、「動学的国際貿易モデル」に関する情報収集
小佐野 広 2/22 ～ 3/22 オーストラリア
「ベンチャー企業における経営者に規律付けに関す
る動学的分析」に係る研究打合せ、および情報収集





今井 晴雄 2/26 ～ 3/6 フランス 「ゲーム理論のフロンティア：理論と応用」に関す
る情報及び資料収集 
鈴木 将覚 2/27 ～ 3/9 イタリア 「抜本的な税制改革に関する調査研究」に関する資
料収集及びイタリアの法人税調査 




髙橋 修平 3/27 ～ 3/30 韓国 2013 AEI-Four Joint Workshop へ参加及び報告、情報
資料収集 
矢野 誠 3/28 ～ 3/31 韓国 「市場の高質化と市場インフラの総合的設計」に関
する国際ワークショップへ参加し、情報資料収集を












No.812 Michael McAleer, Manabu Asai and Massimiliano Caporin （April 2012） 
“Forecasting Value-at-Risk Using Block Structure Multivariate Stochastic Volatility Models” 
 
No.813 Michael McAleer, Chia-Lin Chang and Esfandiar Maasoumi （April 2012） 
“Robust Ranking of Journal Quality : An Application to Economics” 
 
No.814 Taketo Kawagishi （April 2012） 
“Investment for Patience in an Endogenous Growth Model” 
 
No.815 Michael McAleer and Massimiliano Caporin （April 2012） 
“Robust Ranking of Multivariate GARCH Models by Problem Dimension” 
 
No.816 Michael McAleer and Shawkat Hammoudeh （April 2012） 
“Risk Management and Financial Derivatives: An Overview” 
 
No.817 Michael McAleer, Chia-Lin Chang and Roengchai Tansuchat （May 2012） 
“Modelling Long Memory Volatility in Agricultural Commodity Futures Returns” 
 
No.818 Ori Haimanko and Atsushi Kajii （May 2012） 
“On Continuity of Robust Equilibria” 
 
No.819 Michael McAleer and Chia-Lin Chang （May 2012） 
“Ranking Journal Quality by Harmonic Mean of Ranks :An Application to ISI Statistics & Probability” 
 
No.820 Zhidong Bai, Hua Li, Michael McAleer and Wing-Keung Wong （June 2012） 
“Stochastic Dominance Statistics for Risk Averters and Risk Seekers : An Analysis of Stock Preferences  
for USA and China” 
 
No.821 Philip Hans Franses, Michael McAleer and Rianne Legerstee （June 2012） 
“Evaluating Macroeconomic Forecasts : A Concise Review of Some Recent Developments” 
 
No.822 Chia-Lin Chang, Michael McAleer and Les Oxley （June 2012） 
“Journal Impact Factor, Eigenfactor, Journal Influence and Article Influence” 
 
No.823 Real Arai and Junji Ueda （June 2012） 
“A Numerical Evaluation on a Sustainable Size of Primary Deficit in Japan” 
 
No.824 Been-Lon Chen, Yu-Shan Hsu and Kazuo Mino （June 2012） 
“Welfare Implications and Equilibrium Indeterminacy in a Two-sector Growth Model with Consumption Externalities” 
 
No.825 Takeo Hori, Masako Ikefuji and Kazuo Mino （June 2012） 
“Conformism and Structural Change” 
 
No.826 Katsuyuki Naito and Keigo Nishida （June 2012） 
“Composition of Public Education Expenditures and Human Capital Accumulation” 
 
No.827 D.E. Allen, A. Kramadibrata, R. Powell, M. McAleer and A.K. Singh （August 2012） 
“A non-parametric and entropy based analysis of the relationship between the VIX and S&P500” 
 
No.828 Tomoo Kikuchi, Kazuo Nishimura and John Stachurski （August 2012） 
“Coase meets Tarski: New Insights from Coase's Theory of the Firm” 
 
No.829 Lan-Fen Chu, Michael McAleer and Chi-Chung Chen （September 2012） 
“How Volatile is ENSO for Global Greenhouse Gas Emissions and the Global Economy?” 
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No.830 Victor Gorshkov （November 2012） 
“Foreign activity of Russian banks:reconsidering multinational banking theory” 
 
No.831 David E Allen, Abhay K Singh, Robert J Powell, Michael McAleer, James Taylor and Lyn Thomas（November 2012） 
“The Volatility-Return Relationship : Insights from Linear and Non-Linear Quantile Regressions” 
 
No.832 Michael McAleer, Juan-Ángel Jiménez-Martín, and Teodosio Pérez Amaral （November 2012） 
“Has the Basel Accord Improved Risk Management During the Global Financial Crisis?” 
 
No.833 Kenn Ariga, Fumio Ohtake, Masaru Sasaki and Zheren Wu （November 2012） 
“Wage growth through job hopping in China” 
 
No.834 Masako Kimura and Daishin Yasui （December 2012） 
“Public Policy and the Income-Fertility Relationship in Economic Development” 
 
No.835 Lan-Fen Chu, Michael McAleer and Ching-Chung Chang （December 2012） 
“Statistical Modelling of Extreme Rainfall in Taiwan” 
 
No.836 Marcin Jaskowski and Michael McAleer （December 2012） 
“Estimating implied recovery rates from the term structure of CDS spreads” 
 
No.837 Lan-Fen Chu, Michael McAleer and Szu-Hua Wang （December 2012） 
“Statistical Modelling of Recent Changes in Extreme Rainfall in Taiwan” 
 
No.838 David E. Allen, Michael McAleer, R.J. Powell and A.K. Singh （December 2012） 
“Volatility Spillovers from the US to Australia and China across the GFC” 
 
No.839 Chia-Lin Chang, Hui-Kuang Hsu and Michael McAleer （December 2012） 
“Is Small Beautiful? Size Effects of Volatility Spillovers for Firm Performance and Exchange Rates in Tourism” 
 
No.840 Manabu Asai and Michael McAleer （January 2013） 
“Leverage and Feedback Effects on Multifactor Wishart Stochastic Volatility for Option Pricing” 
 
No.841 Yunfang Hu and Kazuo Mino （January 2013） 
“Trade Structure and Belief-Driven Fluctuations in a Global Economy” 
 
No.842 Chia-Lin Chang, David Allen and Michael McAleer （January 2013） 
“Recent Developments in Financial Economics and Econometrics : An Overview” 
 
No.843 David.E. Allen, Mohammad.A. Ashraf, Michael. McAleer, Robert.J. Powell and Abhay.K. Singh 
“Financial Dependence Analysis : Applications of Vine Copulae”       （January 2013） 
 
No.844 Ping-Yu Chen, Chia-Lin Chang, Chi-Chung Chen and Michael McAleer （January 2013） 
“Modelling the Effects of Oil Prices on Global Fertilizer Prices and Volatility” 
 
No.845 Makoto HANAZONO, Jun NAKABAYASHI and Masanori TSURUOKA （January 2013） 
“Procurement Auctions with General Price-Quality Evaluation” 
 
No.846 Yosuke Furukawa （January 2013） 
“Increased Regressively of the Optimal Capital Tax under a Welfare Constraint for Newborn Children” 
 
No.847 Kazumichi Iwasa and Laixun Zhao （February 2013） 
“Inequalities and Patience for Tomorrow” 
 
No.848 Manabu Asai and Michael McAleer （February 2013） 
“A fractionally integrated Wishart stochastic volatility model” 
 
No.849 Yue Zhao （February 2013） 
“Financial shocks in Japan : A case for a small open economy” 
 
No.850 Yohei Tenryu （February 2013） 
“Interest in Private Assets and the Voracity Effect” 
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No.851 Chia-Lin Chang and Michael McAleer （March 2013） 
“What Do Experts Know About Forecasting Journal Quality? A Comparison with ISI Research Impact in Finance” 
 
No.852 Chia-Lin Chang, Michael McAleer and Les Oxley （March 2013） 
“Coercive Journal Self Citations, Impact Factor, Journal Influence and Article Influence” 
 
No.853 Ryoji Hiraguchi and Akihisa Shibata （March 2013） 
“Taxing capital is a good idea : the role of idiosyncratic risk in an OLG model” 
 
No.854 Massimiliano Caporin and Michael McAleer （March 2013） 
“Ten Things You Should Know About DCC” 
 
No.855  Qingfeng Liu, Ryo Okui and Arihiro Yoshimura （March 2013） 




No.1201 松浦 司 （2012 年 4 月） 
希望子ども数が出生行動に与える影響 
 
No.1202 堀江典生 （2012 年 4 月） 
ロシアにおける新規大卒者採用人事：経路依存と新たな展開 
 
No.1203 岩崎一郎 （2012 年 4 月） 
企業統治と組織淘汰 －世界金融危機とロシア企業－ 
 
No.1204 石田 良、中澤正彦 （2012 年 7 月） 
GDP ギャップの推計誤差の評価 
 





日付 掲載紙 氏名 タイトル 
2011 年 












4 月 11 日 読売新聞 西村 和雄 文系＋数学受験＝大企業で高収入 
〃 日本経済新聞 西村 和雄 「文系で数学受験」は高収入 京大など調査 
2012 年 
5 月 25 日 
朝日新聞 
デジタル 溝端 佐登史




6 月 12 日 
朝日新聞 
デジタル 中澤 正彦 





6 月 22 日 
朝日新聞 
デジタル 佐分利 応貴




6 月 18 日～28 日 
日本経済新聞 




7 月 2 日 
毎日新聞東京 
朝刊 佐藤 正弘 「リオ＋20：会議の評価と今後の課題を聞く」
2012 年 
7 月 16 日～25 日 
日本経済新聞 




7 月 17 日 
朝日新聞 




8 月 13 日 読売新聞 溝端 佐登史
京都大学品川セミナー第 27 回 
「ソ連崩壊 20 年 
－体制転換とは何だったのか。」 
2012 年 
8 月 25 日 ИЗВЕСТИЯ 溝端 佐登史
Министра юстиции подвели  
якудза и профнепригодность 
2012 年 
10 月 2 日 京都新聞 佐藤 正弘 「社会を変える“富”の新指標」 
2012 年 







11 月 2 日 
京都新聞 
朝刊 西村 和雄 秋の褒章 喜びの声 紫綬 
〃 読売新聞 朝刊 西村 和雄 秋の褒章 府内 2団体 15 人 
2012 年 
12 月 13 日 
読売新聞 
朝刊 西村 和雄 日本学士院 新会員に４氏 
〃 日本経済新聞 西村 和雄 学士院新会員 芋阪氏ら 4人 
〃 京都新聞 朝刊 西村 和雄 学士院新会員 4人選出 芋阪京大名誉教授ら 
2012 年 
12 月 17 日 IZVESTIA 溝端 佐登史
Синдзо Абэ намерен возродить армию,  
Жестко обходиться с Китаем и решить 
курильский воирос 
2013 年 















数量産業分析講座 3 人 
経済計画講座 3 人 
資源環境講座 3 人 
資産経済講座 4 人 
比較政治経済分析講座 3 人 
 
４－２ 大学院生受入状況 
 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 
修士課程 23 人 22 人 21 人 28 人 
博士課程 28 人 28 人 33 人 40 人 
計 52 人 50 人 54 人 68 人 
   ※主たる指導教員として受入れている学生数 
 
４－３ 研究生受入状況 
2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 
4 人 0 人 2 人 2 人 
 
４－４ ポスト･ドクター（ＰＤ）受入状況 
2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 
22 人 16 人 12 人 15 人 
   ※日本学術振興会（外国人）特別研究員、非常勤研究員、外国人共同研究者を含む 
 
４－５ 日本学術振興会外国人特別研究員受入状況 
2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 
















ア ジ ア 29 12 13 11 
北 米 28 14 15 25 
中 南 米 0 0 0 0 
ヨ ー ロ ッ パ 21 19 18 19 
オ セ ア ニ ア 5 4 1 4 
中 東 2 2 3 1 
ア フ リ カ 1 0 0 0 
計 86 51 50 60 
（日本国籍の者は除く） 




（滞在目的） 到着 出発 
POUL ERIK MORTHORST 











the European Parliament in Brussels 
Web editor within the 
Audiovisual Unit 
12/5/11 12/5/11 "How the European Union changed in one night"
Kiss, Gabor David 
University of Szeged-Faculty of Economics 
and Business Administration 
Lecture 12/5/19 12/5/19
The Evaluation of Multipillar Pension Model for 
East-Central Europe 
粟屋 祐 
The Pensylvania State University 
Graduate Student 12/5/22 12/6/12
『市場の高質化と市場インフラの総合的設
計』に関する研究の情報資料収集 
Raymo, James M 
Department of Sociology,  





Department of Economics and Finance, 
City University of Hong Kong 




Department of Economics,  
Northwestern University 
Assistant Professor 12/6/21 12/6/22







（滞在目的） 到着 出発 
Allouch, Nizar 
Department of Economics,  
Queen Mary, University of London 
Web editor within the 
Audiovisual Unit 
12/6/21 12/6/25
















California Polytechnic State University 
Professor 12/7/9 12/7/11
Purpose of working jointly with Professor 
Nishimura on the complex economic systems 
糟谷 祐介 













Analysis on the impact of strategic defaults on 
financial market equilibrium 
中嶋 大輔 
Department of Economics,  
University of Michigan 












12/8/5 12/8/6 保険市場の国際化における金融市場の役割 
菅谷 拓生 
Stanford Graduate Scool of Business 











Northwestern University,  







Department of economics,  
Oregon State University, 
Assistant Professor 12/8/21 12/8/26
Purpose of working jointly with Professor 
Nishimura on the complex economic systems 
Johannes, Horner 
Department of economics,  
Yale University, 
Professor 12/8/22 12/8/24
Filtering and Equilibrium in Repeated Games with 
Private Monitoring 
Ori Haimanko 
Department of Economics,  
Ben-Gurion University of Negev 
Professor 12/8/23 12/8/31 『ゲーム理論のフロンティア：理論と応用』に
関する研究打ち合わせ 
小原 一郎 
Department of Economics,  
University of California, Los Angeles 

















Department of Environmental and  
Business Economics,  
University of southern Denmark 




Department of Economics and Finance, 
City University of Hong Kong 




College of Business and Economics, 




Purpose of working jointly with Professor 
Nishimura on "Economic Dynamics" 
Dixit Avinash K 
Department of economics,  
Princeton University 
Professor 12/10/3 12/10/5
特別講義・セミナー講演 A Real Options 
Perspective on the Future of the Euro 
Chen, Jiawei 
Department of economics,  
University of California 
Assistant Professor 12/10/13 12/10/15
Purpose of attending the International Conference 
on Market Quality Research Project Workshop 
Markusen, James R. 
Department of economics,  
University of Colorado 
Professor 12/10/14 12/10/14
Purpose of attending the International Conference 
on Market Quality Research Project Workshop 
森田 穂高 
Australian School of Business, 




Purpose of attending the International Conference 
on Market Quality Research Project Workshop 
Paula, Sabloff 
Santa Fe Institute 
President 12/10/17 12/10/24
Purpose of working jointly with Professor 
Nishimura on ''the Science of Complexity'' 
Jeremy, Sabloff Arac 
Santa Fe Institute 
President 12/10/17 12/10/24
Purpose of working jointly with Professor 
Nishimura on ''the Science of Complexity'' 
Kim, In June 
Seoul National University 
Full Professor 12/11/1 12/11/2
Purpose of attending the International Conference 
on Market Quality 
Lee, Younghoon 
Institute of Economic Research 
Seoul National University 
Director 12/11/1 12/11/2
Purpose of working jointly with Professor Yano on 
"Market Quality" 
Chun, Young sub 
Department of Economics,  
Seoul National University 
Professor 12/11/1 12/11/2
Purpose of attending the International Conference 
on Market Quality 
Kim, Byung Yean 
Department of Economics,  
Seoul National University 
Professor 12/11/1 12/11/4
Purpose of attending the International Conference 
on Market Quality 
Andrey, Yakovlev 
Institute for Industrial and Market 
Studies 
Director 12/11/1 12/11/4
Purpose of attending the International Conference 







（滞在目的） 到着 出発 
Petit, Heloise 




Purpose of attending the "Kyoto Conference on 
EMPLOYMENT ADJUSTMENT IN RESPONSE TO 
SHOCKS : MICRO-LEVEL EVIDENCE & 
MACRO-ECONOMIC IMPLICATIONS" 
Petrosky-Nadeau, Nicolas 
Carnegie Mellon University 
Assistant Professor 12/11/15 12/11/17
Purpose of attending the "Kyoto Conference on 
EMPLOYMENT ADJUSTMENT IN RESPONSE TO 





Purpose of attending the "Kyoto Conference on 
EMPLOYMENT ADJUSTMENT IN RESPONSE TO 
SHOCKS : MICRO-LEVEL EVIDENCE & 
MACRO-ECONOMIC IMPLICATIONS" 
Nordmeier, Daniela 
The Institute for Employment 
Research（IAB） 
Researcher 12/11/15 12/11/17
Purpose of attending the "Kyoto Conference on 
EMPLOYMENT ADJUSTMENT IN RESPONSE TO 
SHOCKS : MICRO-LEVEL EVIDENCE & 
MACRO-ECONOMIC IMPLICATIONS" 





Purpose of attending the "Kyoto Conference on 
EMPLOYMENT ADJUSTMENT IN RESPONSE TO 
SHOCKS : MICRO-LEVEL EVIDENCE & 
MACRO-ECONOMIC IMPLICATIONS" 
Upward, Richard 
School of economics, 




Purpose of attending the "Kyoto Conference on 
EMPLOYMENT ADJUSTMENT IN RESPONSE TO 
SHOCKS : MICRO-LEVEL EVIDENCE & 
MACRO-ECONOMIC IMPLICATIONS" 
Fabling, Richard 
Motu Economic and Public Policy 
Research 
Senior Fellow 12/11/15 12/11/17
Purpose of attending the "Kyoto Conference on 
EMPLOYMENT ADJUSTMENT IN RESPONSE TO 
SHOCKS : MICRO-LEVEL EVIDENCE & 
MACRO-ECONOMIC IMPLICATIONS" 
Sun, Hugette Anna 





Purpose of attending the "Kyoto Conference on 
EMPLOYMENT ADJUSTMENT IN RESPONSE TO 
SHOCKS : MICRO-LEVEL EVIDENCE & 
MACRO-ECONOMIC IMPLICATIONS" 
Krawczyk, Jacek B 
School of Economics and Finance,  
Victoria University of Wellington 
Reader 12/11/15 12/11/15
Viable economic states in a dynamic model of 
taxation 
SOOS, Karoly Attila 
HUNGARY Institute of Economics, 
CERS, Hungarian Academy of Sciences 
Senior Research 
fellow 
12/11/26 12/3/16 "Market Transition and European Integration" 
Nguyen, Anh Thi Ngoc 
Faculty of Business Management, 
National Economics University, Hanoi 
Lecture 12/11/28 12/12/4
"The emerging problems of Vietnamese labours : 
Reality and Solutions" 
Markusen, James R. 
Department of Economics,  
University of Colorado 
Professor 12/11/28 12/11/30
Purpose of attending the International 








（滞在目的） 到着 出発 
Ann Carlos M 
Department of Economics,  
University of Colorado 
Professor 12/11/28 12/11/30
Purpose of attending the International 
Conference on Market Quality Research Project 
Workshop 
Huang, Ching-I 
Department of Economics,  
National Taiwan University 
Assistant Professor 12/11/29 12/11/30
Purpose of attending the "6th Japan-Taiwan 
Contract Theory Conference" 
Kikuchi Tomoo 
Department of Economics,  
National University of Singapore 




The Australian National University,  







National Central University 
Professor 12/12/2 12/12/2
Purpose of attending the "6th Japan-Taiwan 
Contract Theory Conference" 
國枝 卓真 
Department of Economics and Finance,  
City University of Hong Kong 



















National University of Singapore 




Department of Economics,  
Yale University 
Assistant Professor 12/12/16 12/12/17
Bargaining and Learning : the Role of 
Commitment 
小西 秀男 
Department of Economics,  
Boston College 
Professor 12/12/18 12/12/18 柴田教授と研究打ち合わせ 
粟屋 祐 
The Pensylvania State University 




Department of Economics,  
University of Mannheim 
Junior Professor 13/1/16 13/1/18 on Market quality and Economics of Crisis 
Raut, Lakshmi Kanta 
Social Security Administration 
Professor 13/1/21 13/1/24
Purpose of working jointly with Professor 
Nishimura on the complex economic systems 
Wood, Geoffrey 
Warwick Business School,  
The University of Warwick Coventry 
Professor 13/1/23 13/1/28
"Institutional Diversity : Current Contestations 







（滞在目的） 到着 出発 
Gurkov, Igor 
National Research University –  
Higher School of Econom 
Professor 13/1/25 13/1/28
"HRM in Russia - A dominant archetype and 
territories of deviant practices" 
Olimpieva, Irina 
St.Petersburg State University, 
Centre for Independent Social Research 
Researcher 13/1/25 13/1/30
"Russian labor unions in the system of 
socio-labor relations" 
Anikin, Vasiliy 
National Research University –  




"Motivation in Russia : the case of protracted 
transition from non-competitive system to 
petitive one" 
Chen, Chia-Hui 









"Efficiency and equilibria when preferences are 
incompletely known" 
Anderson, Robert M 
Department of Economics,  
University of California 
Professor 13/2/6 13/2/10
"In search of a statistically valid volatility risk 
factor" 
Berend, Ivan T 
UCLA Department of History 
Professor 13/2/12 13/2/14
"Central and Eastern Europe in the World 
Economy. Past and Prospects" 
Lechevalier, Sebastien 








Department of Economics,  
Washington University 
Professor 13/2/24 13/3/10
The Fine Microstructure of Knowledge Creation 
Dynamics 
Francesc, Ortega 
City University of NewYork at Queens 








Department of Economics,  
Seoul National University 
Director 13/3/2 13/3/2
Purpose of working jointly with Professor Yano 
on "Market Quality Dynamics" 
Rosefielde, Steven 
Department of Economics,  
University of North Carolina 
Professor 13/3/12 13/3/18
Quarrelsome Families :  
A Realist Interpretation of EU Supranationality 
吉見 太洋 
Center on Japanese, Economy and 
Business, Columbia Business School 





Adam Smith Business School,  
University of Glasgow 
Professor in 
Economics 
13/3/14 13/3/17 Purpose of attending the WEAI Conference 
小島 武仁 
Department of Economics,  
Stanford University 
Assistant Professor 13/3/14 13/3/19
Purpose of attending the WEAI Conference and 
working jointly with members on  







（滞在目的） 到着 出発 
Kaufman, George G 
Center for Financial and Policy Studies; 
School of Business Administration, 
Loyala University Chicago 
Director 13/3/14 13/3/19
Purpose of attending the WEAI Conference and 
working jointly with Professor Makoto Yano. 
Jone, Ronald w 
Department of Economics,  




Purpose of attending the WEAI Conference and 
working jointly with members on Market Quality 
Research Project. 
Engle, Robert F 
NYU stern Volatility Institute  
New York University 
Director 13/3/14 13/3/24
Purpose of attending the WEAI Conference and 











“In Celebration of the 50th Anniversary of the Kyoto University 





Kyoto Conference on EMPLOYMENT ADJUSTMENT IN RESPONSE TO SHOCKS: 





12月1日 京都大学経済研究所北館１階 N101/102 
12月2日 京都大学百周年時計記念館 
2012年12月12～13日 


























氏 名 役 職 
佐藤 正弘 学会「企業と社会フォーラム（JFBS）」運営委員 
西山 慶彦 独立行政法人経済産業研究所 経済産業研究所研究委員 







  日時：2012年5月12日（土）13：30～16：30 
  場所：京都大学百周年時計台記念館 百周年記念ホール 
  主催：京都大学経済研究所先端政策分析研究センター（CAPS） 
     公益財団法人ＫＩＥＲ経済研究財団 
 Ⅰ．基調講演 
  「グリーン経済への歩み ～ポスト東日本大震災の日本経済～」 
    佐和 隆光（滋賀大学学長） 
 Ⅱ．欧州の経験 
  「ドイツの再生可能エネルギー導入政策について －固定価格買取制度を中心に」 
    ラルフ・クリストマン（ドイツ連邦環境・自然保護・原子力安全省） 
  「デンマークの再生可能エネルギー導入政策について」 
    ポウル・エリック・モートホースト（デンマーク工科大学教授） 
 Ⅲ．日本の挑戦 
  「再生可能エネルギーの固定価格買取制度について」 
    市村 拓斗（経済産業省資源エネルギー庁省エネルギ ・ー新エネルギー部新エネルギー対策課課長補佐） 
  「再生可能エネルギー導入に向けた地方の取組」 
    平井 裕子（京都府文化環境部環境・エネルギー局エネルギー政策課長） 
  「再生可能エネルギー導入に向けた地方の取組」 
    小林 義継（堺市環境局環境都市推進室次長） 
  「日本の住宅用太陽光・太陽熱活用の可能性」 
    大森 恵子（京都大学経済研究所教授） 
  「再生可能エネルギーによる中小規模発電事業の状況について」 
    佐藤 正弘（京都大学経済研究所准教授） 
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東京で学ぶ 京大の知 シリーズ７『新しい社会、そのための経済政策』 
  日程：2012年5月16日（水）～6月13日（水） 
  場所：京都大学東京オフィス 
  主催：京都大学    後援：朝日新聞社 
  協力：財務総合政策研究所、独立行政法人経済産業研究所 
     公益財団法人ＫＩＥＲ経済研究財団 
 第１回 2012年5月16日（水）「世界の成長の極、新興市場経済の行方」 
  溝端 佐登史（京都大学経済研究所長・教授） 
 第２階 2012年5月23日（水）「日本のデフレとマクロ経済政策の役割」 
  中澤 正彦（京都大学経済研究所附属先端政策分析研究センター准教授） 
 第３回 2012年5月30日（水）「イノベーションと被災地復興」 
  佐分利 応貴（京都大学経済研究所附属先端政策分析研究センター准教授） 
 第４回 2012年6月13日（水）「討論：新しい社会の経済政策」 
  稲垣 光隆（財務総合政策研究所長） 
  中島 厚志（独立行政法人経済産業研究所理事長） 




  日程：2012年9月8日（土） 
  場所：京都大学百周年時計台記念館２階 国際交流ホールⅢ 
  共催：京都大学経済研究所、京都大学統合複雑系科学国際研究ユニット、国際教育学会 
     特別推進研究「経済危機と社会インフラの複雑系分析」 
 挨拶：西村 和雄（国際教育学会会長、京都大学経済研究所特任教授） 
 第一部：教育と学び 
   「受動的・機械的な認識から能動的・構成的認識への転換に向けて」 
     村瀬 智子（近大姫路大学看護学部学部長） 
     村瀬 雅俊（京都大学基礎物理学研究所准教授） 
   「実践報告：英語の小中一貫教育について」 
     中林 眞佐男（千里金蘭大学・生涯学習センター） 
 第二部：現代社会と教育 
   「大阪の教育改革」 
     大森 不二雄（首都東京大学・大学教育センター教授） 
   「モラル教育の社会における重要性 －サスティナブル教育としてのモラル教育－」 
     高田 誠（朝日サスティナビリティマネイジメント代表取締役社長） 
   パネルディスカッション：「待たれる女性理系研究者の活躍」 
     コーディネーター：八木 匡（同志社大学経済学部教授） 
     パネリスト：小川 理子（パナソニック株式会社社会文化グループマネージャー） 
           藤本 昌代（同志社大学社会学部教授）
64 
サンタフェ・京都／シンポジウム『統合複雑系科学への招待』 
  日程：2012 年 10 月 19 日（金） 
  場所：理学研究科セミナーハウス 
  主催：京都大学学際融合教育研究推進センター 総合複雑系科学国際研究ユニット 
  共催：京都大学経済研究所 
 座長：村瀬 雅俊（京都大学基礎物理学研究所） 
 “The Santa Fe Institute and the Study of Complex Adaptive Systems” 
   ジェリー・サブロフ（Santa Fe 研究所） 
座長：杉山 弘（京都大学大学院理学研究科） 
“Visualization of localized deformation of unsaturated sand using micro-focus X-ray CT and stability during infiltration” 
   岡 二三生（京都大学大学院工学研究科） 
 “Complexity and Simplicity in Polymer Dynamics” 
   渡辺 宏（京都大学化学研究所） 
 座長：福山 秀直（京都大学大学院医学研究科高次脳機能総合研究センター） 
 “Binocular Rivalry : A key phenomenon to explore brain mechanisms of consciousness” 
   小林 哲生（京都大学大学院工学研究科） 
 “Relationship between payoff function and evolutionary dynamics in evolutionary cooperative game” 
   山内 淳（京都大学生態学研究所） 
 座長：吉村 一良（京都大学大学院理学研究科） 
 “Reunion of human and natural science : a view from university museum” 
   大野 照文（京都大学総合博物館） 
 “Sunspot-Driven Business Cycles in a Global Economy” 
   三野 和雄（京都大学経済研究所） 
 
 
京都大学経済研究所創立 50 周年記念事業 50 周年記念講演会『日本とアジアの経済力』 
  日時：2012 年 11 月 1 日（木） 
  場所：京都大学医学部構内 芝蘭会館 稲盛ホール 
  主催：京都大学経済研究所 
  共催：グローバルＣＯＥプログラム／市場の高質化と市場インフラの総合的設計 
 講演１「日本とアジアの新たな発展に向けての国際協力 
－サプライチェーンと知のネットワークの再構築－」 
     藤田 昌久（独立行政法人経済産業研究所（RIETI）所長、京都大学経済研究所特任教授） 
 講演２「20 世紀の韓国経済発展の歴史的背景」 
     李 栄 薫（ソウル大学経済学部教授） 
 講演３「金融危機はなぜ続くのか －21 世紀経済の進むべき道－」 
     矢野 誠（京都大学経済研究所教授） 
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京都大学経済研究所創立 50 周年記念事業／公益財団法人 KIER 経済研究財団創立記念事業 
記念講演会『経済学のフロンティアと日本経済の行方』 
  日時：2012 年 11 月 22 日（木） 
  場所：京都大学東京オフィス（品川インターシティＡ棟 27 階） 
  主催：京都大学経済研究所 
 Ⅰ．記念式典・記念講演会 
  記念講演「日本経済の憂うつ」 
    佐和 隆光（滋賀大学学長、京都大学名誉教授） 
 Ⅱ．シンポジウム「日本経済：危機からの脱却」 
  基調講演「市場の質理論から見た日本経済」 
    矢野 誠（京都大学経済研究所教授） 
  パネルディスカッション「日本経済の行方」 
   共催：グローバルＣＯＥプログラム／市場の高質化と市場インフラの総合的設計 
    山本 勲 （慶応義塾大学商学部准教授） 
    岩本 康志（東京大学大学院経済学研究科教授） 




  日時：2012 年 12 月 1 日（土）～2日（日） 
  場所：京都大学経済研究所北館 1階 N101/102 （12 月 1 日） 
     京都大学百周年時計台記念館 （12 月 2 日） 
 12 月 1 日（土） 
  1.「ロシア金融市場 －金融危機前の期待－」 
     レンジン、オレグ・マルコヴィチ（経済研究所副所長） 
  2.「東北アジアにおける金融協同組合の展望」 
     ゴリューノフ、アレクサンドル・パヴロヴィチ（経済研究所副所長） 
  3.「ロシア極東地域の人口再生産におけるマイグレーション」 
     モトリチ、ティティエカリテリーナ・レオニードヴナ（経済研究所部長） 
  4.「極東地域の木材コンプレックスにおける投資の誘致 －意図と現実」 
     アントーノヴァ、ナターリア・エヴゲーニエヴナ（経済研究所部長） 
  5.「アジア諸国に対する極東住民の嗜好の変化 －ツーリズム、労働マイグレーション、定住」 
     スクリプニク、エカテリーナ・オレゴヴナ（経済研究所研究員） 
 12 月 2 日（日） 
  1.「東北アジアの地域自然利用における超境界現象」 
     バクラーノフ、ピョートル・ヤコヴレヴィチ（太平洋地理学研究所長・アカデミー会員） 
  2.「ロシアの情報空間における日本」 
     ゲラシメンコ、アレクサンドル・イヴァーノヴィチ（歴史・考古学・民族学研究所、情報技術部長） 
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  3.「諸民族の家族観（ロシアと日本の民話を材料として）」 
     クラユーシキナ、タチャーナ・ヴラヂーミロヴナ 
（歴史・考古学・民族学研究所、民族学部門主任研究員） 
  4.「琉球諸島、琉球国とその住民に関するロシアにおける最初の情報（18 世紀初頭～19 世紀中葉）」 
     プストヴォイト、エヴゲーニー 
（歴史・考古学・民族学研究所、日本外交研究センター国際関係と安全保障の諸問題部門研究員） 
  5.「2000 年代極東地域におけるモスクワの地域政策 
                    －戦略的な挑戦、あるいは状況的な挑戦に対する対応？」 
     サフチェンコ、アナートリ（歴史・考古学・民族学研究所、社会政治研究部門研究員） 
  6.「東北アジアにおける国際関係の諸問題 －ロシアからの視点」 




  日時：2013 年 1 月 16 日（水）～2月 20 日（水） 
  場所：キャンパスプラザ京都 第 4講義室 
  主催：京都大学経済研究所附属先端政策分析研究センター（ＣＡＰＳ） 
 第 1 回「日本とあなたを変えるイノベーション」 
  佐分利 応貴 准教授 
 第 2 回「なぜ消費税なのか」 
  鈴木 将覚 准教授 
 第 3 回「デフレ下の日本経済と経済政策の役割」 
  中澤 正彦 准教授 
 第 4 回「持続可能な消費に向けて」 
  大森 恵子 教授 
 第 5 回「水と食から考える、地球のこと経済のこと」 





  日時：2013 年 3 月 3日（日） 
  場所：キャンパスプラザ京都 第 3講義室 
  主催：京都大学経済研究所先端政策分析研究センター 
 ①「まごころ宅急便」 
   ヤマト運輸株式会社岩手主管支店営業企画課長 松本 まゆみ 
 ②「在宅被災者見守りサービスとソーシャルファーム」 
   ＮＰＯ法人フェアトレード東北代表 布施 龍一 
 ③「東北コットンプロジェクト」 
   大正紡績株式会社取締役営業部長 近藤 健一  
④「ＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト」 
   カンサイ建装工業株式会社代表取締役 草刈 健太郎 
 ⑤「ビジネス・エンカレッジ・フェア 2012」 
   池田泉州銀行先進テクノ推進部参事役 高木 昌宏 
 ⑥「震災復興リーダー支援プロジェクト」 
   ＮＰＯ法人ＥＴＩＣ震災担当マネージャー 山内 亮太 
 ⑦「女川アートサポートプロジェクト」 
   京都造形芸術大学教学事務室教学支援グループ グループヘッド 徳丸 成人 
 ⑧「ミンナＤＥカオウヤプロジェクト」 
   プロジェクト広報 花薗大学 東本 健太 
 ⑨「N’oublions pas le 11 mardi 2011 ～3 月 11 日を忘れない」 
   京都大学経済学部 Strasbourg Pour le Japan 2013 代表 富澤 由佳 
 パネルディスカッション 
  コーディネーター 佐分利 応貴（京都大学経済研究所准教授） 
  パネリスト    中村 稔（近畿経済産業局総務企画部長） 
           松田 一敬（合同会社ＳＡＲＲ代表取締役） 
           須永 浩一（ヤフー株式会社復興支援室長） 













クショップを開催すると共に、1998 年 3 月には学際的なシンポジウム「複雑系とは何か」、および、国
際シンポジウム“Game Theory and International Cooperation : Global Environmental Problem” 、6月には
国際シンポジウム“Intertemporal Equilibrium Theory : Stability, Bifurcations and Indeterminacy” 、更に、
2000 年 6 月には国際シンポジウム“International Conference on the Frontiers in Spatial Economics”、2001
年 6 月には“Interdisciplinary Symposium on the Sciences of Complexity” を開催している。また研究活動



















































































ても、Econometrica、Journal of Economic Theory、Review of Economic Studies、Economic Theory、
International Economic Review、Research Policy などの国際的専門誌に掲載されている。 
以上の点を、国際的専門誌への論文掲載数および論文・著書被引用数によって具体的に示すと、以下
のようになる。まず、論文掲載数については、経済学のいずれの分野においても重要だとみなされてい
る上位 6誌の総合的学術誌（Econometrica、American Economic Review、Journal of Political Economy、
Quarterly Journal of Economics、Review of Economic Studies、Journal of Economic Theory）を対象とし、
本研究所所属の教員がそれらに掲載した論文数を合計すると 57 本となる。それに対し、国内の他の 4
つの経済・社会科学系附置研究所（東京大学社会科学研究所、一橋大学経済研究所、大阪大学社会経済
研究所、神戸大学経済経営研究所）に所属の教員の上位 6誌掲載論文数の総計は 31 本なので、本研究
所は単独でそれを上回ることになる。 
論文・著書の被引用数は、SSCI（Social Sciences Citation Index, Web of Science）のデータに基づいて集
計した。それによると、本研究所所属の教員による論文・著書被引用数は 2167 件となる。他の 4附置
研究所所属の教員の論文・著書被引用数の総計は 3370 件であり、本研究所のみで他 4附置研究所合計
の三分の二近くになる。 
 
 上位 6誌掲載論文数 
京都大学経済研究所 57 
他 4 附置研究所合計 31 
 論文・著書被引用数 
京都大学経済研究所 2167 
他 4 附置研究所合計 3370 

















ミクロ経済学・ゲーム理論研究会 37 32 31 32 
計量経済学セミナー 15 9 13 16 
経済研究所研究会 3 5 5 2 
COE 研究会 1 1 3 4 
契約理論研究会 2 2 3 2 
都市経済学ワークショップ 11 11 10 7 
先端政策分析研究会 6 6 2 2 
マクロ経済学･経済システム研究会 18 16 13 13 
共同利用・共同研究拠点研究会 ― 4 4 3 
特別推進研究 研究会 ― ― ― 13 
その他 0 2 4 4 




2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 













アジア 27 11 12 11 
北米 27 11 15 25 
中南米 0 0 0 0 
ヨーロッパ 18 15 15 16 
オセアニア 4 4 1 4 
中東 2 2 3 1 
アフリカ 1 0 0 0 




2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年 
4 件 4 件 12 件 6 件 8 件 
 
３－３ 若手研究者（PD）の受入 
2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年 




所 長 溝 端 佐登史 ・・・・・・・・・・・・・ 172
副所長 三 野 和 雄 ・・・・・・・・・・・・・ 198
【経済情報解析研究部門】 
教 授 照 山 博 司 ・・・・・・・・・・・・・ 145
教 授 小佐野   広 ・・・・・・・・・・・・・ 99
准教授 奥 井   亮 ・・・・・・・・・・・・・ 93
【経済制度研究部門】 
教 授 溝 端 佐登史 ・・・・・・・・・・・・・ 172
教 授 原   千 秋 ・・・・・・・・・・・・・ 164
教 授 三 野 和 雄 ・・・・・・・・・・・・・ 198
【経済戦略研究部門】 
教 授 今 井 晴 雄 ・・・・・・・・・・・・・ 81
教 授 有 賀   健 ・・・・・・・・・・・・・ 75
教 授 梶 井 厚 志 ・・・・・・・・・・・・・ 105
准教授 関 口   格 ・・・・・・・・・・・・・ 136
【ファイナンス研究部門】 
教 授 柴 田 章 久 ・・・・・・・・・・・・・ 127
教 授 矢 野   誠 ・・・・・・・・・・・・・ 209
教 授 西 山 慶 彦 ・・・・・・・・・・・・・ 160
助 教 岩 佐 和 道 ・・・・・・・・・・・・・ 87
【複雑系経済研究センター】 
教 授 中 嶋 智 之 ・・・・・・・・・・・・・ 157
教 授 森   知 也 ・・・・・・・・・・・・・ 205
教 授 新後閑   禎 ・・・・・・・・・・・・・ 124
助 教 髙 橋 修 平 ・・・・・・・・・・・・・ 143
【先端政策分析研究センター】 
教 授 大 森 恵 子 ・・・・・・・・・・・・・ 90
准教授 中 澤 正 彦 ・・・・・・・・・・・・・ 152
准教授 佐分利 応 貴 ・・・・・・・・・・・・・ 120
准教授 鈴 木 将 覚 ・・・・・・・・・・・・・ 132
准教授 佐 藤 正 弘 ・・・・・・・・・・・・・ 116
【グローバル COE】 
特定助教 小松原 崇 史 ・・・・・・・・・・・・・ 112
 

































"Organization adjustments, job training and productivity : Evidence from Japanese automobile maker,"
 （with Fumio Ohtake, Masko Kurosawa, Shoko Yamane, and Masaru Sasaki）,
 Journal of The Japanese and International Economies, 27 （2013） : 1-34
"How do high school graduates in Japan compete for regular, full time jobs? An empirical analysis
 based upon an internet survey of the youth," （with Fumio Ohtake, Masako Kurosawa, and Masaru




















"Hot & Spicy : Ups and Downs on the Price Floor and Ceiling at Japanese Supermarkets,"
（with K. Matsui and M. Watanabe） Pacific Economic Papers  316, 2001
"Fast Track: Is It in the Genes? The Promotion Policy of a Large Japanese Firm," （with G. Brunello
and Y. Ohkusa）, Journal of Economic Behavior and Organization  38 : 385-402, 1999
"Determinants of Individual Firm Mark-up in Japan ; An Econometric Study on the Impact of Market
 Concentration, Market Share and FTC’s Regulation," （with K.G. Nishimura and Y. Ohkusa）,
 Journal of the Japanese and International Economies  13 : 424-450, 1999
"Estimating Mark-up over Marginal Cost and Returns to Scale at Firm Level :
 A New Approach Applied to a Panel of Japanese Firms," （with Nishimura, K.G. and Y. Ohkusa）,
 International Journal of Industrial Organization  17 : 1077-111, 1999
"Price Formation in the Distribution Channel," （with Y. Ohkusa） P. Sheard （ed.）
 Japanese Firms, Finance and Markets , London : Addison Wesley, 1996
"Occupational and Internal Labor Markets in Japan" （with G. Brunello and Y. Ohkusa）
 Industrial Relations  36 : 446-73, 1997
"The Optimal Timing of School Tracking : A General Model with Calibration for Germany,"
 （with G.Brunello and M.Gianni）  in Woessmand and Peterson （eds.）
 Schools and the Equal Opportunity Problem , MIT Press, 2007
"Mismeasurement of the CPI," [with K. Matsui] （2003）, in Blomstrom et al . eds. : Structural Impediments
 to Growth in Japan , University of Chicago Press for National Bureau of Economic Research
"Employment and Wage Adjustments at Firms under Distress in Japan : An Analysis Based upon a Survey,"
（with Kanbayashi Ryo） Journal of The Japanese and International Economies,  24（2）213-235,2010
"On the efficiency costs of de-tracking secondary schools in Europe," （with Ariga Ken, Brunello
Giorgio, Iwahashi Roki, and Rocco Lorenzo） Education Economics 20（2） （2012） : 117-138
"Are Education and Training always Complements? Evidence from Thailand,"
（with Giorgio Brunello） in Industrial and Labor Relations Review 59（4） : 613-629, 2006
"The Effect of Training Policy for Non-Regular Employees and Human Resource Management,"
 （with Kanbayashi Ryo, and Sano Yasuhide） Japan Labor Review  6（4） : pp12-41
"The Employment Rigidity in Japan : its Causes and Consequences,"
 （with Okazawa Ryosuke） in  Japan's Bubble, Deflation, and Long-term Stagnation,
 edited by K. Hamada, A. Kashyap, and D. Weinstein, MIT Press, 2011
"Horizontal Transfer, Vertical Promotion, and Evolution of Firm Organization,"
Journal of the Japanese and International Economies, 20（1） : 20－49, 2006
"Some Evidence on the Trade Credit Practices of Japanese Trading Companies" （with G. W. Emery）
 in Advances in Pacific Basin Financial Markets  2（B） : 237-252, Greenwich : JAI Press, 1996
"Is the Tenure-Wage Profile Really Steeper in Japan?," （with G. Brunello） in M. Okabe （ed.）
The Structure of the Japanese Economy , London : Macmillan, 1995
"Promotions, Skill Formation and Earnings Growth in a Corporate Hierarchy," （with G. Brunello and
 Y. Ohkusa） Journal of the Japanese and International Economies  11（3） : 347-384, 1997
"Earnings and Seniority in Japan : A Re-appraisal of the Existing Evidence and a Comparison with U.K."
























"On Exchange Rate Variability," Economic Studies Quarterly  37 （4） : 300-318, 1986
"Trade Credits and Interfirm Transactions in Japan : Econometrics Analysis Using Microdata,"
 （with G.W.Emery） in Czerkawski ed. : Japanese Management Challenges and Applications for
 Business Executives , Academic Press, 1993
"Corporate Hierarchy and Promotion Policy," （with G.Brunello） in Czerkawski ed. :





「日本の流通業における Market Foreclosure としての長期取引関係, II」
『ファイナンシャルレビュー』21号　1991年




Internal Labor Markets in Japan （with G. Brunello and Y. Ohkusa）Cambridge University Press, 2000
（2001年度年間労働図書優秀賞受賞　旧日本労働研究機構：現労働政策研究・研修機構）
"Japanese Distribution System," （with Y.Ohkusa and H.Namikawa）
 Ricerche Economiche  XLV （2-3） : 185-230, 1991
"Price Flexibility in Japan, 1970-1992 :  A Study of Price Formation in the Distribution Channel,"
 （with Y. Ohkusa） Pacific Economic Papers 238, 1994, also in International Journal of Industrial
 Organization  16（5） : 639-64, 1998
"Recent Changes in the Internal Structure of Wages and Employment in Japan" （with G. Brunello）
 Journal of the Japanese and International Economies  9（2） : 105-129, 1995
"Promotion, Corporate Hierarchy and Firm Growth : Japanese Internal Labor Market in Transition,"
 （with G.Brunello, Y.Ohkusa and Y.Nishiyama） Journal of the Japanese and International Economies  6
































































Ariga, Kenn, Brunello, Giorgio, and Ohkusa, Yasushi　Internal Labor Markets in Japan
Cambridge University Press, 2000　（Selected for 24th Annual Award for Research  Monographs on























































































日本経済学、 Econometric Society,  American Economic Association, Game theory Society
“On the Neutrality of Coalition Formation in a Pure Bargaining Problem,” （2005）
  Japanese Economic Review, 56, 352-362, with Naoki Watanabe
"Incomplete Insurance and Absolute Risk Aversion" （1981）
 Economics Letters, v.8, p107-112, with T. Itoh and J. Geanokaplos
"CBD Hypothesis and Economies of Agglomeration" （1982）  J.E.T., v. 28, p275-299
"Voting, Bargaining, and Factor Income Distribution" （1983）   J. of Math. Econ., v. 11, p211-233
"On Harsanyi's Solution" （1983）  Int. J. of Game Theory, v.12, 161-179
"Individual Monotonicity and Lexicographic Maxmin Solution" （1983）  Econometrica, v. 51, p389-401
Fragmented Society and Provision of Meeting Places to Foster Social Preferences
Yonezaki Katsuhiko, Imai Haruo （2009－12）  The Kyoto economic review, 78（2） : 115-126
Haruo Imai, Jiro Akita and Hidenori Niizawa, "Incentives for Technology Development and Project Based
Mechanisms : Case of Renewable Energy Project," Jordan Journal of Mechanical and Industrial Engineering,






"Bilateral Price-setting in a Bilateral Monopoly Model" （1986）  Math. Social Science, v. 12, p279-301
"Representative Bargaining Solution for Two-Sided Bargaining Problems" （2000）
 Mathematical Social Sciences, vol. 39, p349-365, with H. Salonen
“Preemption by Baseline" （2011）,  Revista Investigacion Operacional, 32-1, 1-11,























"On the Possibility of Cross-Ownership in an Incomplete Contract Model," （1994） in Proceedings of
the II Kyoto-Siena Symposium vol, 2, Y. Imanishi ed., 121-132, Kyoto University. （w / C. Yoon）
"Advertising Competition with bounded memories on the side of Consumers," （2004）
 in Proceedings of International Conference on Dynamic Games 2004, （cd-format）, with M. Horie
"Effects of alternative CDM baseline schemes under an imperfectly competitive market structure"
 （2008） 307-33, with J. Akita and H. Niizawa, in Game Theory and Policy Making in Natural
Resources and the Environment, A. Dinar, J. Albiac, and J. Sanchez-Soriano eds., Routledge
"Some Aspects of Application of Game Theory to Economics", （1990） in The Proceedings of the
 International Conference on Mathematical Economics and its Relevance for Development, J. N. Islam ed.
 Chittagong University, Chittagong.
"On the Incentive Consequences of Alternative CDM Baseline Schemes," （2003） in T. Sawa eds.
 International Frameworks and Technological Strategies to Prevent Climate Change, Springer,
 110-126, with J. Akita.
"Campaign Competition and the Effect of Information Technology,"（2003）
 in Proceedings of PISTA 03, p235-39, with.
"Coordination Problems in E-Government," （2004） in Proceedings of PISTA 04, p60-66,
 with Kuninori Nakagawa
"Limit solution of bargaining problem under baseline" （2011）
 International Journal of Game Theory, forthcoming
“Coalitional Effect in a Pure Bargaining Model : An Example with Nonlinear Utilities” （2005）
 Proceedings of MODSIM2005 （CD-format）
"Bargaining under the Pressure of Burning Money," （1996） in The Development of Science for the
Improvement of Human Life III : Section Economics, F. Casprini ed., 111-118, University of Siena
"Two Sided Bargaining and Toughness of Players" （1992） in The Development of Science for the
Improvement of Human Life, F. Casprini & R. Barbucci （eds.）, pp. 209-227, University of Siena
"A Characterization of a Limit Solution for Finite Horizon Bargaining Problems," （2012）
 with H. Salonen.） International Journal of Game Theory, 41, 603-622,
"De Facto Delegation and proposer Rules" （2008） in Neogy, et. al. eds., Mathematical Programming
 and Game Theory for Decision Making, World Scientific, 327-337, with Katsuhiko Yonezaki
"CDM domino," （2007） with J. Akita and H. Niizawa, in L. Petrosian and N. Zenkevich eds.
 Contributions to Game Theory and Management 2007, 177-188.
"Game Analysis of Kyoto and Post-Kyoto Schemes," （2009） in Dincer, I.; Midilli, A.; Hepbasli, A.;
 Karakoc, T.H. （Eds.）  Global Warming, Engineering solution, pp407-22, Springer Verlag.
"Emission Market at the End of the Commitment Period," （2009） with R. Ishii, in Dincer, I.; Midilli, A.;
 Hepbasli, A.; Karakoc, T.H. （Eds.）  Global Warming, Engineering solution, pp399-406, Springer Verlag.
"Technology development and project based mechanisms in international climate change policy"
 （2009） with J. Akita and H. Niizawa, In Anderssen, R.S., R.D. Braddock and L.T.H. Newham （eds）
 18th World IMACS Congress and MODSIM09 International Congress on Modeling and Simulation.
 Modeling and Simulation Society of Australia and New Zealand and International Association for
 Mathematics and Computers in Simulation, pp. 2192-2198.





























Haruo Imai, “Game Analysis of Kyoto and Post-Kyoto Schemes,” Ibrahim Dincer et al., （eds.）,
Global Warming, Engineering Solution, Springer Verlag, 2009, pp.407-422.




Preemption by baseline-energy efficiency projects and preemption, Proceedings of IEEES-5,
CD-format, with Jiro Akita and Hidenori Niizawa
"Dynamic Bargaining and CDM Low Hanging Fruits with Quadratic Emissions Abatement Costs," （2012）
 with  Jiro Akita and Hidenori Niizawa, in  Conference Proceedings of SGEM 2012, Volume IV, 897-904
Mechanisms and energy projects in international environmental agreement, proceedings of IEEES-5,
CD-format, with Jiro Akita and Hidenori Niizawa
"都市化と土地市場” （1983）森口親司・青木昌彦・佐和隆光編
「日本経済の構造分析」p375-390　創文社









"The Impact of Ex-Ante versus Ex-Post CDM Baselines on a Monopoly Firm" （2009）
 with J. Akita and H. NIizawa. In Anderssen, R.S., R.D. Braddock and L.T.H. Newham （eds）
 18th World IMACS Congress and MODSIM09 International Congress on Modeling and Simulation.
 Modeling and Simulation Society of Australia and New Zealand and International Association for
 Mathematics and Computers in Simulation, July 2009, pp. 2178-2184.
 ISBN : 978-0-9758400-7-8.　　http://www.mssanz.org.au/modsim09/F7/akita.pdf
Airport competitions on Airline networks: from the viewpoint of network theory Proceedings of
EMNet 2011, CD-format, with katsuhiko Yonezaki
"Theoretical Analysis of Economic Mechanisms in International Environmental Agreement," （2012）
 with  Jiro Akita and Hidenori Niizawa, in  Conference Proceedings of SGEM 2012, Volume IV, 1199-1206
"Coexisting Multiple Networks Mediating Multi-Layered Coalition Structure" （2009） with K. Yonezaki,








2 ”Private Contracts and Efficiency : An Example,” CAEA WP 048, December, 2004, with Harrison
Cheng.
「1970年代後半のスタンフォードとオーマン教授」（2006）Eco-Forum, v. 24, p12-18
"Pre-Negotiation for an International Emission Reduction Game"















































・開講年度（前期・後期） 2003 年度後期 
開講科目名 経済社会のゲーム分析 
・開講年度（前期・後期） 2003 年前期－2006 年前期 
開講科目名 英語講義（リレー2コマ）：“information and society” 
 
経済学部 


































“Cost heterogeneity and strategic divisionalization,” with T. Kikuchi, Kobe University Economic Review,
 神戸大学経済学研究科　Vol. 53, pp31–33, 2007
「間接ネットワーク効果と国際貿易」、菊地徹と共著、
『国民経済雑誌』、神戸大学経済経営学会、第197巻第3号、pp65–73, 2008
“A family of utility functions which generate Giffen paradox,” with K. Shimomura,
『経済学論究』、関西学院大学経済学部研究会、第60巻第3号、pp29–45, 2007
“A dynamic Chamberlin-Heckscher-Ohlin model with endogenous time preference,”
 with T. Kikuchi and K. Shimomura, International Economy,  Vol. 12, pp28–42, 2008
“Giffen behavior independent of the wealth level,” with J. Doi and K. Shimomura,
 Economic Theory,  Vol. 41, Issue 2, pp247–267, 2009
“Pareto-improving trading clubs without income transfers,” with R. Riezman and K. Shimomura,
 in Long, N.V., Tawada, M. and Tran-Nam, B. eds, Globalization and Emerging Issues in Trade Theory
 and Policy, Chapter 10, Bingley, UK : Emerald, pp139–162, 2008
“Software provision, indirect network effects and trade patterns,” with T. Kikuchi,
 Economics Bulletin,  Vol. 6, Issue 24, pp1–9, 2007
「文化的製品の貿易自由化について」、菊地徹と共著、
『経済経営研究』、神戸大学経済経営研究所、第57号、pp149–159, 2007
“Indeterminacy in the free-trade world,” with J. Doi and K. Shimomura,
 Journal of Difference Equations and Applications,  Vol. 13, Issue 2 & 3, pp135–149, 2007
“Strategic divisionalization, product differentiation and international competition,” with T. Kikuchi,














“Multiple equilibria in a dynamic two country model,” with K. Nishimura, in  Dastidar, K. and
 Mukhopadhyay, H. eds., Dimensions of Economic Theory and Policy : Essays for Anjan Mukherjee ,
 Oxford : Oxford University Press, pp68–82, 2011
“Software Provision and the Impact of Market Integration,” with T. Kikuchi,
 Review of International Economics,  Vol. 19, Issue 4, pp685–696, 2011
“Competing industrial standards and the impact of trade liberalization,” with T. Kikuchi,
 International Economic Journal,  Vol. 25 Issue 2, pp269–284, 2011
“Poverty traps and inferior goods in a dynamic Heckscher-Ohlin model,” with E.W. Bond and K. Nishimura,
 Macroeconomic Dynamics,  forthcoming
“Home bias in a model of endogenous growth,” with E.W. Bond and K. Nishimura,
 International Journal of Development and Conflict,  Vol. 1, Issue 3, pp339–354, 2011
“A dynamic two country Heckscher-Ohlin model with non-homothetic preferences,”
with E.W. Bond and K. Nishimura,  Economic Theory,  Vol. 48, Issue 1, pp171–204, 2011
“Interregional trade, industrial location and import infrastructure,” with T. Kikuchi,
 International Economics and Economic Policy,  Vol. 6, Issue 4, pp361–365, 2009
“Indirect network effects and the impact of trade liberalization : A note,” with T. Kikuchi,
 Journal of International Trade and Economic Development,  Vol. 18, Issue 4, pp541–552, 2009
“A dynamic Heckscher-Ohlin model and inferior goods,” with E.W. Bond and K. Nishimura,
 Asia-Pacific Journal of Accounting & Economics,  Vol. 18, pp217–236, 2011
“The dynamic Heckscher-Ohlin model : A diagrammatic analysis,” with E.W. Bond and K. Nishimura,
 International Journal of Economic Theory,  Vol. 8, Issue 2, pp197–211, 2012
「時間選好率格差と貿易インバランス」、菊地徹と共著、
『国民経済雑誌』、神戸大学経済経営学会、第201巻第3号、pp81–94, 2010
“A simple model of service trade with time zone differences,” with T. Kikuchi,





























氏名 大森　恵子 Keiko Omori
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2 「Indicators for SMC Society in Japan」（招待講演）
　国連環境計画（UNEP）、中国国家発展改革委員会（NDRC）、清華大学主催
































































































2005年 Ph.D. in Economics, University of Pennsylvania















 “Hahn-Hausman Test as a Specification Test,” （Yoonseok Lee and Ryo Okui）,
 Journal of Econometrics （2012）, 167 : 133-139, DOI : 10.1016 / j.jeconom. 2011.10.05
“Doubly Robust Instrumental Variables Regression,”  （Ryo Okui, Dylan Small, Zhiqiang Tanand and
 James Robins）, Statistica Sinica （2012）, 22 : 173-205,  DOI : 10.5705 / ss.2009.265
“Constructing Optimal Instruments by First Stage Prediction Averaging,” （Guido Kuersteiner and
 Ryo Okui）, Econometrica （2010）, 78（2） : 697-718, DOI : 10.3982 / ECTA 7444
“Shrinkage GMM Estimation in Conditional Moment Restriction Models,”
 Journal of the Japan Statistical Society （2009）, 39（2） : 239-255
“Olympic Athlete Selection,” （Yoichi Hizen and Ryo Okui）,  The B.E. Journal of Economic Analysis
 & Policy （2009）, vol. 9 : Iss. 1 （Topics）, Article 46,  DOI : 10.2202 / 1935-1682.2257
“Instrumental Variable Estimation in the Presence of Many Moment Conditions,”
 Journal of Econometrics （2011）, 165 : 70-86,  DOI : 10.1016 / j.jeconom. 2011.05.07
“Asymptotically Unbiased Estimation of Autocovariances and Autocorrelations for Panel Data with
 Incidental Trends,” Economics Letters （2011）, 112 : 49-52,  DOI : 10.1016 / j.econlet. 2011.03.13
“Asymptotically Unbiased Estimation of Autocovariances and Autocorrelations with Long Panel Data,”
 Econometric Theory （2010）, 26 : 1263-1304,  DOI : 10.1017 / S0266466609990582
“Testing Serial Correlation in Fixed Effects Regression Models Based on Asymptotically Unbiased
 Autocorrelation Estimators,” Mathematics and Computers in Simulation （2009）, 79 : 2897-2909,
 DOI : 10.1016 / j.matcom.2008.08.06
日本経済学会
Econometric Society
Institute of Mathematical Statistics
Bernoulli Society
日本統計学会
“The Binarized Scoring Rule,” （Tanjim Hossain and Ryo Okui）,

















2005年 The Hiram C. Haney Fellowship Award in Economics
2004年 The Maloof Family Dissertation Fellowship in Economics
2002年 The Lawrence Robbins Prize in Economics
2000－2001年 旭硝子財団奨学金







3 2010－2013年 日本学術振興会（科学研究費補助金、若手研究B、 22730176）
「パネルデータのための時系列解析統計量の開発」
“A Puzzling Phenomenon in Semiparametric Estimation Problems with Infinite-Dimensional Nuisance
 Parameters,” （Kohtaro Hitomi, Yoshihiko Nishiyama and Ryo Okui）, Econometric Theory （2008）,
 24 : 1717-1728,   DO I : 10.1017 / S0266466608080699
“Generalized Least Squares Model Averaging,”
（Qingfeng Liu, Ryo Okui and Arihiro Yoshimura）　平成24年（2012年）6月
The Optimal Choice of Moments in Dynamic Panel Data Models,”
Journal of Econometrics （2009）, 151 : 1-16,    DOI : 10.1016 / j.jeconom.2009.04.002
“City Size Distribution and Economic Growth: The Case of China,”
（Ting Jiang, Ryo Okui and Danyang Xie） 　平成20年（2008年）12月
“Panel AR （1） Estimators under Misspecification,” Economics Letters （2008）, 101 （3） : 210-213,
 DOI : 10.1016 / j.econlet.2008.08.009
“Heteroskedasticity-Robust Cp Model Averaging,”
（Qingfeng Liu and Ryo Okui）　平成24年（2012年）9月
“Asymptotic Efficiency in Dynamic Panel Data Models When Both N and T are Large,”
（Haruo Iwakura and Ryo Okui）　 平成24年（2012年）3月
“Asymptotic Inference for Dynamic Panel Estimators of Infinite Order Autoregressive Processes,”
（Yoon-Jin Lee, Ryo Okui and Mototsugu Shintani）　 平成24年（2012年）4月
「モーメント条件が多い場合の推定と検定」　経済論叢、第183巻、第2号、pp.55-65
　平成21年（2009年）4月
“Asymptotically Unbiased Estimation of Autocovariances and Autocorrelations with Panel Data in







研究助成 4 2009－2011年 京都大学（若手研究者スタートアップ研究費）
「パネルデータを使用して自己共分散と自己相関を推定する方法の開発」
5 2008－2009年 Research Grants Council （HKUST643907）
“Analysis of autocovariance with panel data : Persistency versus unobserved
 heterogeneity,”
6 2007－2010年 香港科技大学（RPC06 / 07.BM04）
“Private Signals, Information Processing and the No Trade Theorem -  An
 Experimental Investigation,” with Tanjim Hossain （principal investigator）
 and Sudipto Dasgupta,
7 2005－2007年 香港科技大学（DAG05 / 06.BM16）














Hitotsubashi Conference on Econometrics　11月；　横浜国立大学　11月；
第13 回情報論的学習理論ワークショップ（IBIS2010）　東京　11月；
CIREQ seminar, Concordia University　10月；
International Symposium on Econometric Theory in Honor of Takeshi Amemiya's Contribution to Econometrics
上海、中国　8月；　東京大学　6月；　日本経済学会春季大会　千葉　6月；










Asian Meeting of the Econometric Society, Delhi, India　12月；
Hitotsubashi-Sogang Conference on Econometrics, Seoul, 韓国　11月；
17th Annual Conference on Econometric Analysis and Policy Challenges in Africa, Kampala, Uganda　7月；
IMS-APRM2012, つくば　7月；
Symposium on Econometric Theory and Applications（SETA2012）, 上海, 中国　5月；
Tsinghua International Conference in Econometrics, 北京, 中国　5月； 　京都大学　5月；









Far East and South Asia Meeting of the Econometric Society　東京　8 月；




The Fourth Symposium on Econometric Theory and Applications （SETA2008） Seoul　韓国　5月；
関西計量経済学研究会　大阪　2月；
平成19年（2007年）
MODSIM07, Christchurch, New Zealand　12月；　Hitotsubashi Conference on Econometrics　11月；
京都大学　8月；　　14th Conference on Panel Data　廈門、中国　7月；
Far Eastern Meeting of the Econometric Society　台北、台湾　7月；
東京大学　6月；　　横浜国立大学　 6月；　　一橋大学　 6月；
The Third Symposium on Econometric Theory and Applications （SETA2007） 香港　4月；
関西計量経済学研究会　横浜　2月；　北海道大学　1月；　神戸大学　1月；
平成18年（2006年）
Conference in honor of Professor Kimio Morimune’s “Kanreki,” 　京都　 7月；
Universidad Carlos III de Madrid　6月；　　アジア経済研究所　6月；
香港科技大学　4月；　 Hitotsubashi Conference on Econometrics　6月；
平成17年（2005年）
福岡大学　12月；　　MODSIM05, Melbourne, Australia　12月；　　神戸大学　6月；
12th Conference on Panel Data, Copenhagen, Denmark　6月；　　京都大学　6月；
慶応大学　6月；　香港科技大学　2月；　高麗大学校　2月；　筑波大学  2月；
Singapore Management University　2月；　　University of Wisconsin-Madison　 2月；
Carleton University　1月；　University of Michigan　1月；　University of Western Ontario　1月；
平成16年（2004年）
University of Pennsylvania　11月；　　Yale University　10月；　　Yale University　9月；







ECON528, Applied Econometrics（修士課程学生向け）　Spring 2009
ECON530, Econometrics（博士課程学生向け）　Spring 2008
ECON328, Econometrics for Cross-Section and Panel Data（学部生向け）　Spring 2007
ECON399F, Public Economics（学部生向け）　Spring 2006
ECON233, Introduction to Econometrics（学部生向け）
Fall 2005, Spring 2006, Fall 2006, Fall 2007, Spring 2008, Fall 2008, Spring 2009
ショートレクチャー
“Recent Development in Panel Data Analysis,” 　一橋大学、平成21年（2009年）6月
96
学会活動 査読者
Econometrica, Econometric Theory, 　Journal of Econometrics, 　Econometric Reviews,
Journal of Business and Economic Statistics,　Economics Bulletin,　 Journal of Applied Econometrics,
Annals of the Institute of Statistical Mathematics, 　Journal of Time Series Analysis,
Journal of the American Statistical Association,　 Communications in Statistics - Theory and Methods,
Journal of Systems Science and Complexity, 　Empirical Economics, Economics Letters,
Statistics and Probability Letters, 　Review of Economics and Statistics,
Computational Statistics and Data Analysis, Quantitative Economics,




日本統計学会英文誌（Journal of The Japan Statistical Society）平成22年（2010年）より
International Econometric Review（旧Eurasian Review of Econometrics）平成18年（2006年）より
プログラム委員
2009 International Symposium on Econometric Theory and Applications（SETA2009）
京都　平成21年（2009年）7月、8月
実行委員

















































































 Palgrave, New York, 2001.
『インセンティブ設計の経済学』（伊藤秀史氏と共編）（けい草書房）2004年

























"Double Moral Hazard and Renegotiation,"
（with Mami Kobayashi） Research In Economics,  Vol.59, pp.345-364, 2005.
"Optimal Scheme of Injection of Public Funds Under Moral Hazard Incentive for Banks,"
 The Japanese Economic Review,  Vol.56, pp.223-247, 2005.
"Reforming corporate Governance and Employment Relations,"
（with Mami Kobayashi） Employment Relations: Changing Scenario,  Bharti Thakor ed （ed.）, 2008.
"Security Design, Insider Monitoring, and Financial Market Equilibrium,"
 Corporate Governance and Corporate Finance,  Ruud A.I.van Frederikslust, James S. Ang and
 P. Sudi Sudarsanam （eds.）, Routledge, New York, 2008.
"On Executive Agency Systems,"
（with Keizo Mizuno and Nobuo Akai） Osaka Economic Papers,  Vol.55, pp.153-159, 2005.
「証券化、内部モニタリング、金融市場」
 in Ruud. A. I. van Frederikslust, James S. Ang and Sudi Sudarsanam（eds.）
 Corporate Governance and Corporate Finance, Routledge Books, 2007.
"Reformong Corporate Governance and employment Relations,"




　大阪大学経済学、Vol. 56, pp. 153-159.2005
「企業資源再配分に伴う部分所有と戦略的提携」
 Journal of Institutional and theoretical Economics, Vol.167, pp.202-223, 2011.
「「メイン寄せ」による規律付けと実証分析」（堀敬一氏と共著）
　宮島英昭編『日本の企業統治』（東洋経済新報社）2011年
"Incentive Transfer Schemes with Marketable and Nonmarketable Public Services,"
 （with Nobuo Akai and Keizo Mizuno） Journal of Institutional and theoretical Economics,
 Vol.166, pp.614-640, 2010.
「エージェンシィ問題のもとでの経営者交代の最適タイミング」
（堀敬一氏と共著） Journal of Economic Dynamics and Control,  Vol.33, pp.1962-1980, 2009.
「銀行のモラルハザード下での最適資本注入スキーム」
 The Japanese Economic Review, Vol. 56, pp. 223-247, 2005.
「二重モラルハザードと再交渉」（小林磨美氏と共著）
 Research In Economics, Vol. 59, pp. 345-364, 2005.
「メインバンクをめぐる新しい問題：「メイン寄せ」の理論的分析」
（小林磨美氏、寺崎真美子氏、中村友哉氏と共著） 『金融研究』 Vo.29, pp.1-45、2010
「市場化可能な公共サービスと市場化不可能な公共サービスに伴うインセンティブ・
　トランスファーシステム」（赤井伸郎・水野敬三氏と共著）

























（小林磨美氏と共著） Journal of Economic Research, Vol. 8, pp. 169-178, 2003.
「資産動学と企業組織の内生的デザイン」
 The Japanese Economic Review, Vol. 54, pp. 300-323, 2003.
「中央銀行に対する最適契約と公債政策」



















（福田祐一氏と共著）Problems and Perspectives of Management, pp. 43-58, 2003.
「Ｍ＆Ａ時におけるストック・オプションと従業員の企業特殊人的資本」
 Journal of Corporate Finance, Vol. 10, pp. 615-638, 2004.
「コーポレート・ガバナンス変革と労働」（小林磨美氏と共著）
































　大阪大学経済学、Vol. 42, pp. 144-167, 1992.
「競合する実物景気変動モデルに関するテスト」




（橘木俊詔氏と共著）　Palgrave, New York, 2001所収
「プリンシパルの再交渉オファーを持つ複数エージェント・インセンティブ契約の実行」
 Review of Economic Design, Vol. 4, pp. 161-177, 1999.
「証券デザイン，インサイダー・モニタリング，および金融市場均衡」
 European Finance Review, Vol. 2, pp. 273-302, 1999.
「各エージェントが再交渉オファーを提示する場合の複数エージェント・インセンティブ
　契約におけるモラル・ハザードと再交渉」
 Journal of Economic Behavior and Organization, Vol. 37, pp. 207-230, 1998.
「複数銀行モデルにおける金融危機の際の債務不履行と再交渉」
 The Japanese Economic Review, Vol. 49, pp. 138-157, 1998.
「コーポレート・ガバナンスと雇用契約に関する進化モデル」








 Journal of Economic Theory, Vol. 50, pp. 175-192, 1990.
「企業買収時における契約破棄と再交渉」
 The Japanese Economic Review, Vol. 47, pp. 346-367, 1996.
「株式持合いと企業支配」 Journal of Banking and Finance, Vol. 20, pp. 1047-1068, 1996.
"私的情報経済における再交渉防止ロテリー均衡,"
Journal of Economic Theory, Vol. 65, pp. 435- 467, 1995.
「メインバンク・システム、暗黙契約、および後払い賃金システムの信頼性」
（芹田敏夫氏と共著）　「労働市場と経済パフォーマンス」（橘木敏詔著）














「暗黙契約と評判」　季刊理論経済学，Vol. 40, pp. 109-121, 1989.
「日本の銀行貸出市場における暗黙契約」（筒井義朗氏と共著）




 Journal of the Japanese and International Economies, Vol. 2, pp .181-198, 1988.
「年金と終身雇用契約」　季刊理論経済学、 Vol. 38, pp. 107-123, 1987.
「信用割り当てと暗黙契約理論」（筒井義朗氏と共著）


























し、その内容は、Journal of Banking and Finance 等に発表されました。また、その後、成立した新







































"The Myerson value for complete coalition structures" [ with H. Kojima and T. Ui ],
 Mathematical Methods of Operations Research, vol. 74, （November, 2011）, 427-443.
"Equally-Distributed Equivalent Utility, Ex Post Egalitarianism and Utilitarianism"
 [with Simon Grant, Ben Polak and Zvi Safra], Journal of Economic Theory , Vol. 147, issue 4,
 （July, 2012）, 1545-1571.
"A Generalized Representation Theorem for Harsanyi's （`Impartial'） Observer"
 [with Simon Grant, Ben Polak and Zvi Safra], Social Choice and Welfare , Vol. 39, Issue. 4,
 （October 2012）, 833-846.
学術誌編集委員
"Coextrema Additive Operators" with H. Kojima and T. Ui, Chapter 6 in S. K. Neogy, A. K. Das and
 R. B. Bapat （eds.）, "Modeling, Computation and Optimization",
 Statistical Science and Interdisciplinary Research - Vol. 6, World Scientific, April 2009.
「ゲーム理論の新展開」（共著）勁草書房（2002年）115-151




Associate Editor, Theoretical Economics
「ゼロからスタート！経済学超入門」（共著）経済セミナー編集部編（2000年）
「戦略頭脳」サンマーク出版（2003年）
Coeditor, Journal of Mathematical Economics
"Generalized Utilitarianism and Harsanyi's Impartial Observer Theorem" [ with Simon Grant,






















"Equivalence of the Dempster-Shafer rule and the maximum likelihood rule implies convexity,"
 Economics Bulletin , Vol. 4, No. 10 pages 1-6. （September 2005） [ with Takashi Ui ]
"A note on the regularity of competitive equilibria and asset structures," [ with Piero Gottardi ]
 Journal of Mathematical Economics （Volume 39, Issue 7,　September 2003） Pages 763-776.
"Cominimum Additive Operators", [ with Hiroyuki Kojima and Takashi Ui ],
 Journal of Mathematical Economics  43, （February 2007）, 218-230.
“Welfare Gains and Losses in Sunspot Equilibria,”
 Japanese Economic Review  58, No.3, （2007）, 329-344.
"Bargaining and Boldness," with Albert Burgos and Simon Grant.
 Games and Economic Behavior 38, （January 2002） 28-51. There is an error. See above.
"Auctions with Options for Re-auction", [ with Simon Grant, Flavio Menezes, Matthew Ryan ],
 the International Journal of Economic Theory  2 （March 2006） 17-39.
"Local Sunspot Equilibria Reconsidered", [ with Julio Davila and Piero Gottardi ],
 Economic Theory  31, no. 3, （2007）, 401-425.
"The Epsilon-Gini-Contamination Multiple Priors Model admits a Linear- Mean- Standard-Deviation
 Utility Representation,"[ with Simon Grant ], Economics Letters  95, no. 1, （2007）, 39-47.
"Risk-Free Bond Prices in Incomplete Markets with Recursive Utility Functions and Multiple Beliefs",
 [ with Chiaki Hara ], International Journal of Economic Theory  2 （June 2006） 135-57.
"Agreeable Bets with Multiple Priors", [ with Takashi Ui ],
 Journal of Economic Theory  128 （May 2006）, 299-305.
"Different Notions of Disappointment Aversion," [ with Simon Grant and Ben Polak ]
 Economics Letters , 70, （February 2001）, 203-208.
"The Structure of Sunspot Equilibria : the Role of Multiplicity,'' with Piero Gottardi.
 Review of Economic Studies, 66 （July 1999）, 713-732.
"Decomposable Choice under Uncertainty," with Simon Grant and Ben Polak.
 Journal of Economic Theory , 92, （June 2000）, 169-197.
"Interim Efficient Allocations under Uncertainty", [with Takashi Ui],
 Journal of Economic Theory  144 no. 1, （January 2009） 337-353. （available on line 1 July 2008）
"Sunspot Equilibria in a Production Economy : Do Rational Animal Spirits Cause Overproduction?",
 The Japanese Economic Review , vol. 60, No. 1, （March 2009）, 35-54.
"Incomplete Information Games with Multiple Priors", Japanese Economic Review ,
 （Vol. 56, No. 3, September 2005） pages 332-351 [ with Takashi Ui ]
"Corrigendum to “Bargaining and Boldness,”" （with Albert Burgos and Simon Grant）
 Games and Economic Behavior 41, （October 2002） 165-168.
"Third down with a yard to go" : recursive expected utility and the Dixit-Skeath conundrum,"
 [ with Simon Grant and Ben Polak ], Economics Letters , 73,  （December 2001） pp. 275-286.
"Preference for Information and Dynamic Consistency," with Simon Grant and Ben Polak.
 Theory and Decision . Volume 48, issue 3 （May 2000） pages 263-286.
"Temporal Resolution of Uncertainty and Recursive Non-Expected Utility Models,"



















"How to Discard Non-Satiation and Free Disposal with Paper Money.''
 Journal of Mathematical Economics  25, （1996）, 75-84.
2012年
"Many Good Choice Axioms : When can Many-Good Lotteries be Treated as Money Lotteries ?,''
 with Simon Grant and Ben Polak, Journal of Economic Theory  56, （1992）, 313-337.
1月25日　一橋大学 経済理論ワークショップ
"Longshot bias in parimutuel markets: an evolutionary explanation"
2月14日　Australian Economic Theory Workshop（AETW2013） at University of Queensland
（ブリスベン・オーストラリア）"Approximate robustness of equilibrium to incomplete information"
7月13日　慶應義塾大学公共経済学セミナー
"Longshot bias in parimutuel markets: an evolutionary explanation"
"Anonymity and Optimality of Competitive Equilibria When Markets are Incomplete,''




"Note on Equilibria Without Ordered Preferences in Topological Vector Spaces,''
 Economics Letters  27, （1988）, 1-4.
"A General Equilibrium Model With Fuzzy Preferences,''  Fuzzy Sets and Systems  26, （1988）, 131-
133.
"Common p-Belief: the General Case,'' with Stephen Morris, Games and Economic Behavior 18,
 （1997）, 73-82.
"On the Role of Options in Sunspot Equilibria,'' Econometrica  65, （1997）, 977-986.
"A Cardinal Characterization of the Rubinstein-Safra-Thomson Axiomatic Bargaining Theory,''
 with Simon Grant, Econometrica 63, （1995）, 1241-1249.
"Constrained Suboptimality in Incomplete Markets : A General Approach and Two Applications,''
 with Alessandro Citanna and Antonio Villanacci. Economic Theory 11,  （May 1998）, 495-522.
"Intrinsic Preference for information," with Simon Grant and Ben Polak,
 Journal of Economic Theory, （December 1998）, 83, 233-259.
"AUSI Expected Utility; an Anticipated Utility Theory of Relative Disappointment Aversion,''
 with Simon Grant. Journal of Economic Behavior and Organization , 37, （November 1998）, 277-290.
"The Robustness of Equilibria to Incomplete Information,'' with Stephen Morris,
 Econometrica 65,  （1997）, 1283-1309.
"On Incentive Compatibility and Constrained Optimality of Incomplete Market Equilibria,''
 Hitotsubashi Journal of Economics  34, （1993）, 123-135.
"A Generalization of Scarf's Theorem : an alpha -Core Existence Theorem without Transitivity or
 Completeness,'' Journal of Economic Theory  56, （1992）, 194-205.
"Payoff Continuity in Incomplete Information Games,'' with Stephen Morris,
 Journal of Economic Theory 82, （September 1998）, 267-276.
"Many Good Risks : An Interpretation of Multivariate Risk and Risk Aversion without the Independence
 Axiom,'' with Simon Grant and Ben Polak, Journal of Economic Theory  56, （1992）, 338-351.
"Sunspots and the Sequential Regularity of Competitive Equilibria,''




"Optimal taxation and constrained inefficiency in an infinite-horizon economy with incomplete markets"
5月19日　立命館大学経済学部研究推進プロジェクトセミナー
"A General English Auction for Multiple Objects with Partial Information : The Case of Unit Demand"
4月30日　Bocconi大学経済学部
"Longshot bias in parimutuel markets: an evolutionary explanation"
3月18－19日　Ajou University 大韓民国
Introduction to General Equilibrium Theory of Incomplete Financial Markets （part 1）
8月17日　The World Congress of the Econometric Society, （上海・中華人民共和国）
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
9月27－28日　Ajou University 大韓民国
Introduction to General Equilibrium Theory of Incomplete Financial Markets （part 3）
1月9日　School of International Trade and Economics（SITE）, of University of International
Business and Economics（UIBE）（北京・中華人民共和国）
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
2011年
2010年
2月20日－21日　Ajou University 大韓民国     "Introduction to Bayesian games"
11月9日　ベトナム国立大学ハノイ校経済学部
Introduction to Game Theoretic Analysis in Economics
12月11日　一橋大学経済学研究科
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
1月7日　School of International Trade and Economics（SITE）, of University of International
Business and Economics（UIBE）（北京・中華人民共和国）
"Introduction to Game Theoretic Analysis in Economics"
11月10日　Center for Economic and Policy Research（CEPR）,
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
12月1日　シンガポール国立大学経済学部
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
11月25－26日　南京大学　中華人民共和国
"Introduction to General Equilibrium Theory of Incomplete Financial Markets"
3月22日　シンガポール経営大学経済学部
"Optimal taxation and constrained inefficiency in an infinite-horizon economy with incomplete markets"
4月14日　Carlos III University （マドリッド・スペイン）
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
5月17－18日　Ajou University 大韓民国
Introduction to General Equilibrium Theory of Incomplete Financial Markets （part 2）
3月20日　シンガポール国立大学経済学部











9月11日　University of Venice, Economic Theory workshop
"Welfare distributions in sunspot equilibria"
8月12日　SWET2009（北海道夏季研究集会）（北海道大学）
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
10月24日　法政大学経済学部
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
9月29日　南京大学経済学部（南京）
Introduction to Game Theoretic Analysis in Economics
7月1日　The third Asian Workshop in General Equilibrium Theory （GETA2006）,
"Interim Efficient Allocations under Uncertainty."
3月10日　京都大学経済教育シンポジウム「ゲームの理論と経済社会論入門」
7月18日　Far East and South Asian Meeting of the Econometric Society 2008　 招待講演
 "Complete Hypergraphs : Applications to Decision Theory and Game Theory"
7月3日　神戸大学経済学部
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
6月26日　東北大学大学院情報科学研究科
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
9月28日　復旦大学経済学部（上海）
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
9月15日　日本経済学会秋季大会（近畿大学）中原賞受賞記念報告
"Sunspot Equilibria in a Production Economy: do rational animal spirits cause overproduction?"
8月18日　 The 4th General Equilibrium Theory Workshop in Asia （GETA2007）
at National University of Singapore     "Welfare gains and losses in Sunspot equilibria"
4月12日　延世大学（Yonsei University）
ゲーム理論国際ワークショップ "Coextrema Additive Operators"
5月13日　European University Institute （フィレンツェ、イタリア）
"Sunspot Equilibria in a Production Economy : do rational animal spirits cause overproduction?"
4月6日　京都大・富山大合同コンファレンス"A refinement of the Myerson Value"
10月21日　日本経済学会招待講演（大阪市立大学）
















8月21日　The World Congress of the Econometric Society
"Trade with Heterogeneous Multiple Priors"
9月16日　第11回DCコンファレンス（法政大学）「サンスポット均衡：成果と課題」
5月16日　Institute for Mathematical Sciences (IMS) at the National University of Singapore (NUS)
"Trade with Heterogeneous Multiple Priors"
5月24日　（京都大学時計台ホール）
ＣＯＥ公開講座「戦略的思考の技術：ゲーム理論入門」
12月17－18日　2nd International conference on Economic Theory（京都にて開催）
"Trade with Heterogeneous Multiple Priors"
6月12日　日本経済学会春季大会





 "Refinements and Higher Order Beliefs : A Unified Survey "
9月11日  第４回 ディセントラライゼイションコンファレンス（立命館大学経済学部）
"Decomposable Choice under Uncertainty.
8月14日　World congress of the econometric society （シアトル）にて発表
 "On the Range of the Risk-Free Interest Rate in Incomplete Markets"
10月12日　ディセントラライゼイションコンファレンス（広島大学）










































    
学位 博士（経済学）慶應義塾大学























"Price Competition or Tacit Collusion," 　　 KIER Discussion Paper Series 807, 2012.
"Law and Economics of M&A Markets," in Makoto Yano, ed.,
 The Japanese Economy-A Market Quality Perspective, Keio University Press, 2008, with Makoto Yano.
Economic Crisis and Market Quality　"家計パネル調査データでみる証券市場"
2013年2月14日（木曜日） 京都大学経済研究所
"Equilibrium Selection in the Yano Model of Price Leadership,"
 Pacific Economic Review 13, 649‐655, 2008.
"Endogenous Price Leadership and Technological Differences,"
 International Journal of Economic Theory 2, 365-383, 2006, with Makoto Yano.
"On Yano's Price Leadership Game," in Takashi Kamihigashi and Laixun Zhao, eds.,
 International Trade and Economic Dynamics : Essays in Memory of Koji Shimomura, Springer, 2008,
 with Makoto Yano.
『消費者の時間整合性の問題』　三菱経済研究所　2007年
2008年 8月－2008年9月  
2008年10月－2013年3月
1977年
10th Biennial Pacific Rim Conference, Western Economic Association International
"Japanese Household Behavior in the Stock Market"
2013年3月14日（木曜日） 慶應義塾大学三田キャンパス南校舎





2002年 4月－2004年3月  






















Market Quality Theory Workshop
"Creation and Destruction of Consumer Inertia in an Advertisement Game and Market Structure"
2012年2月29日（水）　京都大学経済研究所先端経済教育研究センター･三田オフィス
84th Annual Conference, Western Economic Association International
"Endogenous Price Leadership and the Quality of Competition"
2009年7月2日（木）　The Sheraton Vancouver Wall Centre, Vancouver
The Chukyo-Kyoto International Conference on International Trade and Macroeconomic Dynamics
"Price Competition or Tacit Collusion"
2011年11月20日（日）　名古屋都市センター
International Conference of Economic Research Institutes in East Asia
"Market Quality and Competition"（矢野誠教授との共同報告）
2009年3月6日（金） 　Seoul National University
Market Quality Workshop　"証券市場の質に関するJHPSデータ"
2012年6月17日（日曜日）　京都大学経済研究所先端経済教育研究センター･三田オフィス
AEI--FOUR Joint Workshop on Current Issues in Economic Theory
"Price Competition or Tacit Collusion"
2012年3月30日（金曜日）　National University of Singapore, Singapore
8th Biennial Pacific Rim Conference, Western Economic Association International
"Endogenous Price Leadership"       2009年3月24日（火）　 龍谷大学深草学舎
The 4th Keio/Kyoto International Conference on Market Quality Economics
"Market Organization under Price Competition"
2009年12月6日（日）　ウェスティン都ホテル京都




KIER-Pacific Economic Review Workshop on Economics and Economic Policies
"Competition and the Creation and Destruction of Inertia"
2011年2月28日（月）　ウェスティン都ホテル京都
IEFS Japan Annual Meeting 2010   "Competition and the Creation and Destruction of Inertia"
2010年11月20日（土）　神戸大学六甲台第三学舎
10th SAET Conference on Current Trends in Economics   "Consumer Inertia and Market Structure"
2010年8月15日（日）　Grand Copthorne Waterfront Hotel, Singapore
Hokkaido & Kyoto Universities Joint International Conference on International Economics &




87th Annual Conference, Western Economic Association International
"Price Competition or Tacit Collusion"















"On the Commitment Motive of the Demand for Illiquid Securities"
2004年6月11日（金） 　 慶應義塾大学三田キャンパス
日本経済学会2005年秋季大会    "Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2005年9月17日（土）　中央大学多摩キャンパス
第11回ディセントラライゼィション・コンファレンス
"Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2005年9月16日（金） 法政大学市ヶ谷キャンパス92年館（大学院棟）
日本経済学会2004年度春季大会    "Illiquid Securities and Time-Inconsistent Preferences"
2004年6月12日（土）　明治学院大学白金校舎
日本経済学会2004年度秋季大会
"On the Commitment Motive of the Demand for Illiquid Securities"
2004年9月25日（土）　岡山大学津島キャンパス
法と経済学会第４回全国大会    "Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2006年7月22日（土）　 政策研究大学院大学
IEFS Japan Annual Meeting 2005    "Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2005年12月23日（金）　 神戸大学経済経営研究所
6th International Conference on Economic Theory    "Endogenous Price Leadership"
2008年12月13日（土） ウェスティン都ホテル京都
































氏名 佐藤　正弘 Masahiro Sato
生年 1975年


























International Society for Ecological Economics
企業と社会フォーラム（Forum of Business in Society）
佐藤正弘（2008） 「マルチステークホルダー・プロセスと企業の社会的責任について」
『ＥＳＰ』  2008年1月号、 経済企画協会
佐藤正弘（2002）「ＯＥＣＤによる日本経済への提言」
『ＥＳＰ』  2002年2月号、 経済企画協会
Masahiro Sato（2010）"National Policy and Sustainable Consumption in Japan,"



















































































2012年12月6日　国連環境計画（UNEP） Measuring The Future We Want : An International
Conference on Indicators for Inclusive Green Economy / Green Growth Policies
2013年3月15日　Western Economic Association International （WEAI）,
































































































































































































































Paolo Mattana, Kazuo Nishimura, and Tadashi Shigoka, "A Homoclinic Bifurcation and Global
Indeterminacy of Equilibrium in a Two-Sector Endogenous Growth Model",
International Journal of Economic Theory  5, pp, 25－47, 2009.
Kazuo Nishimura, Tadashi Shigoka, and Makoto Yano, “Optimal Topological Chaos in Dynamic
Economies”, Proceedings of the Sixth International Conference on Difference Equations Augsburg,
Germany 2001 , （B. Aulbach, S. Elaydi, and G. Ladas, eds.）, pp. 189-198, 2004.
Michele Boldrin, Kazuo Nishimura, Tadashi Shigoka and Makoto Yano, "Chaotic Equilibrium
Dynamics in Endogenous Growth Models", Journal of Economic Theory  96, pp. 97-132, 2001.
Kazuo Nishimura, Tadashi Shigoka and Makoto Yano, "Interior Optimal Chaos with Arbitrarily Low
Discount Rates", The Japanese Economic Review  49, pp. 223-233, 1998.
Kazuo Nishimura, and Tadashi Shigoka, "Sunspots and Hopf Bifurcations in Continuous Time
Endogenous Growth Models", International Journal of Economic Theory  2, pp. 199-216, 2006.
Jess Benhabib, Kazuo Nishimura, and Tadashi Shigoka, "Bifurcation and Sunspots in the Continuous
Time Equilibrium Model with Capacity Utilization",
International Journal of Economic Theor y, 4, pp. 337-355, 2008.
Tadashi Shigoka, "On the Nonstationary Sunspot Equilibria Generated by an Unbounded Growth
Model", Japan and the World Economy  9, pp. 261-277, 1997.
Tadashi Shigoka, "A Note on Woodford’s Conjecture : Constructing Stationary Sunspot Equilibria in a
Continuous Time Model", Journal of Economic Theory , 64, pp. 531-540, 1994.
Jess Benhabib, Kazuo Nishimura, and Tadashi Shigoka, “Homoclinic Bifurcation in the Continuous
Time Growth Model with Capacity Utilization and External Effects”,
京都大学数理解析研究所講究録 1391, pp. 135-146, August 2004.
Michele Boldrin, Kazuo Nishimura, Tadashi Shigoka and Makoto Yano, "On the Chaotic Dynamics
Generated by an Endogenous Growth Model", New Researches in Dynamical Systems,
京都大学数理解析研究所講究録 1179, pp. 45-59, December 2000.
Tadashi Shigoka （with Luis Bettencourt and Kazuo Nishimura）, "Hopf bifurcation and the existence
and stability of closed orbits in three-sector models of optimal endogenous growth",













Tadashi Shigoka, "On the Nonstationary Sunspot Equilibria Generated by an Unbounded Growth Model",
presented at the Technical Symposium on "Recent Developments in Growth Economics" at the Center
for Japan-U.S. Business and Economic Studies, New York, in April 13 1995.
Kazuo Nishimura, Tadashi Shigoka, Makoto Yano, and Keiichiro Iwai, "Topological Optimal Chaos",
京都大学数理解析研究所講究録 987, pp. 84-106, April 1997
Tadashi Shigoka, "A Note on Woodford’s Conjecture : Constructing Stationary Sunspot Equilibria in a
Continuous Time Model", presented at International Conference on Endogenous Growth and Nonlinear
Economic Dynamics, held at Meiji Gakuin University, Tokyo, Japan in November 1993.
Tadashi Shigoka （with Kazuo Nishimura and Makoto Yano）, "Endogenous Growth Models with
International Trade and Chaos with Large Degrees of Freedom", presented at the International Conference
on Difference Equations and Applications, held at Kyoto University, Kyoto in July 2006.
Tadashi Shigoka （with Jess Benhabib and Kazuo Nishimura）, "Bifurcation and Sunspots in the Continuous
Time Equilibrium Model with Capacity Utilization", presented at the 3rd International Conference on
Economic Theory “Social Welfare, Market Equilibrium and Stability” held at Miyako Hotel Tokyo, Tokyo
in March 2006.
Tadashi Shigoka （with Kenji Miyazaki and Mitsuru Nakagawa）, "An Endogenous Growth Model and
Nonstationary Sunspot Equilibria with Cointegration", presented at International Conference : Dynamic
Equilibria, Expectations and Indeterminacy, held at University of Paris 1-Pantheon-Sorbonne,
Paris in June 1999.
Tadashi Shigoka （with Kazuo Nishimura and Makoto Yano）, "Sunspots and Hopf Bifurcations in
Continuous Time Endogenous Growth Models", presented at Intertemporal Equilibria, Aggregations and
Sunspot : in Honor of Jean-Michel Grandmont, held at Portuguese Catholic University, Lisbon in October
2005.
新後閑禎、"福田慎一「価格変動のマクロ経済学」" 　経済研究 49, pp. 91-92, January 1998.
Tadashi Shigoka, "On the Stationary Sunspot Equilibria in a Continuous Time Model with a
Predetermined Variable and an Unstable Root",































開講年度（前期・後期）：平成 18 年度・前期 
開講科目名：価格理論入門 
経済学研究科 
開講年度（前期・後期）：平成 23・24 年度・前期 
開講科目名：経済学のための数学 
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Capital Income Taxation and the Current Account in a Small Open Economy,
Journal of International Money and Finance  10, No. 4, 480-496, with Y. Iwamoto, 1991.
Royal Economic Society
Spill-over Effects of Supply-side Changes in a Two-country Economy with Capital Accumulation,
 Journal of International Economics 33, No. 1/2, 127-146, with Y. Ono, 1992.
Fundamentals-dependent Bubbles in Stock Prices,
Journal of Monetary Economics 30, No. 1, 143-168, with S. Ikeda, 1992.
学術誌編集委員
Dynamic Analysis of an Endogenous Growth Model with Public Capital,
Scandinavian Journal of Economics 95, 607-65, with K. Futagami and Y. Morita, 1993.
A Cointegration Test of the Optimal Seigniorage Model,






















26 International Asset Trade, Capital Income Taxation, and Specialization Patterns, with K. Futagami,
A. Kaneko and Y. Ono, Journal of Public Economic Theory  10, 2008, 743 - 763.
Long-Run Specialization, with Y. Ono,  Review of International Economics 15, 1-15, 2006.
The Role of Expectations in a Specialization-driven Growth Model with Endogenous Technology
Choice, with S. Kuwahara, Division of Labour & Transaction Costs  2, 55-69, 2006.
Intrinsic Bubbles, Target Zones and Investment under Uncertainty,
Journal of Economic Research  3, 113-137, 1998.
Foreign Tax Credit and the Current Account,
International Tax and Public Finance  6, 131-148, with Y. Iwamoto,  1999.
Growth and Welfare Effects of Monetary Expansion in an Overlapping Generations Model,
Japanese Economic Review  51, 407-430, with K. Mino, 2000.
Government Spending , Interest Rates, and Capital Accumulation in a Two-sector Model,
Canadian Journal of Economics  34, 903-920, with Y. Ono, 2001.
Endogenous Growth Cycles in an Overlapping Generations Model with Investment Gestation Lags,
with A. Kitagawa, Economic Theory  25, 751-762, 2005.
Budget Deficits and Economic Growth, with K. Futagami, Public Finance 53, 331-354, 1998 / 2003.
Fiscal Spending, Relative Price Dynamics, and Welfare in a World Economy, with Y. Ono,
Review of International Economics  13, 216-236, 2005.
Welfare Effects of Bubbles in an Endogenous Growth Model,
Research in Economics 53, 381-403, with K. Futagami, 1999.
Monetary Policy, Overlapping Generations, and Patterns of Growth,
Economica  62, 179-194, with K. Mino, 1995.
Capital Mobility in the World Economy : An Alternative Test,
Journal of International Money and Finance  17, 741-756, with M. Shintani, 1998.
Keeping One Step Ahead of the Joneses : Status, the Distribution of Wealth, and Long Run Growth,
Journal of Economic Behavior and Organization  30, 109-126, with K. Futagami, 1998.
Fundamentals Uncertainty, Bubbles, and Exchange Rate Dynamics,
Journal of International Economics  38, 199-222, with S. Ikeda, 1995.
International and Intergenerational Aspects of Capital Income Taxtion in an Endogenously Growing
World Economy, with Y. Iwamoto,  Review of International Economics 16, 383-299, 2008.
Credit Constraints and the Current Account: A Test for the Japanese Economy, with T. Kunieda,
Journal of International Money and Finance  24, 1261-1277, 2005.
Strategic Interactions in a Growth Model with Infrastructure Capital, Metroeconomica 53, 434-460, 2002.
Environmental Transfers against Global Warming : A Credit-based Program, with N. Matsueda and
K. Futagami, International Journal of Global Environmental Issues  6, 47-72, 2006.
Growth Effects of Bubbles in an Endogenous Growth Model,
Japanese Economic Review  51, 221-235, with K. Futagami, 2000.
Long Gestation in an Overlapping Generations Economy : Endogenous Cycles and Indeterminacy of



























Endogenous Growth and Fluctuations in an Overlapping Generations Economy with Credit Market
Imperfections, with T. Kunieda, Asia-Pacific Journal of Accounting and Economics  18 （3）,
December 2011, 333-357
Complex Behavior in a Piecewise Linear Dynamic Macroeconomic Model with Endogenous Discontinuity,
with T. Asano and T. Kunieda,  Journal of Difference Equations and Applications  18(11), November
2012, 1889-18.
Asset Bubbles, Credit Market Imperfections, and Technology Choice, "with T. Matsuoka, Economics
Letters 116(1), July 2012, 52-55




"Finance and Inequality : How Does Globalization Change Their Relationship?"
 with T. Kunieda and K. Okada, forthcoming in Macroeconomic Dynamics .
Dynamic Game Model of Endogenous Growth with Consumption Externalities, with K. Hori,
 Journal of Optimization Theory and Applications 145 （1）, 2010, 93-107.
Risk and Uncertainty in Health Investment, with T. Asano,











Optimal Pricing and Quality Choice of a Monopolist under Knightian Uncertainty, with T. Asano,
 International Journal of Industrial Organization  29 （6）, November 2011, 746-754
「補助金政策と対外資産保有」、『経済研究』、第44巻、1993年
Time Patience and Specialization Patterns in the Presence of Asset Trade, with Y. Ono,
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“A Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs”
（joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara）, 2003年10月、大阪大学
“Repeated Games with Observation Costs” （joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara）,
 European Meeting of the Econometric Society, August 2003, Stockholm University
“A Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs”
（joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara）, 2003年11月、東京大学
“Product Quality, Reputation and Turnover”（joint with Rafael Rob）　2002年6月、大阪大学
第14回ＲＡＭＰシンポジウム「繰り返しゲームの理論－長期的関係の世界」
2002年9月、リーガロイヤルホテル京都





“The Folk Theorem for Repeated Games with Costly Multi-Period Observation”
（joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara）, 2004年1月、東京都立大学
“On the Negative Result in Finitely Repeated Games with Imperfect Monitoring,”
 Kyoto Game Theory Workshop, 2004年3月、京都大学
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs”
（joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara）, 2004年4月、同志社大学
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs”
（joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara）, 2004年7月、慶應義塾大学
“Repeated Games with Observation Costs” （joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara）,























“Reputation and Turnover” （joint with Rafael Rob）, 2005年4月、大阪府立大学
"Multilateral Repeated Games : Possibility of Cooperation under Limited Observability"
（joint with Katsunori Ohta）2006年10月、早稲田大学
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs” （joint with Eiichi Miyagawa and
 Yasuyuki Miyahara）, March 2005, Washington University at St. Louis.
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs”（joint with Eiichi Miyagawa and
 Yasuyuki Miyahara）, Hitotsubashi Game Theory Workshop, 2005年3月、一橋大学
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs” （joint with Eiichi Miyagawa and
 Yasuyuki Miyahara）, March 2005, University of Pennsylvania.
"Pricing of Durable Network Goods under Dynamic Coordination Failure,"  2007年12月、日本大学
「観測費用のある繰り返しゲーム」、日本経済学会2007年春季大会、
 2007年6月、大阪学院大学
"The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs" （joint with Eiichi Miyagawa and
 Yasuyuki Miyahara）, Society for Economic Dynamics Annual Meeting, June 2007, Prague
"Optimal Sharing Rules in Repeated Partnerships" （joint with Hajime Kobayashi and Katsunori Ohta）,
 November 2007, Shanghai Jiao Tong University
"Pricing of Network Goods and Dynamic Coordination by Consumers,"
 2006年11月、早稲田大学
"Optimal Sharing Rules in Repeated Partnerships"（joint with Hajime Kobayashi and Katsunori Ohta）,
 2007年10月、一橋大学
"Pricing of Network Goods under Dynamic Coordination Failure," 2006年6月、一橋大学
"Pricing of Network Goods under Dynamic Coordination Failure,"
 November 2005, University of Cambridge.
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs” （joint with Eiichi Miyagawa and
 Yasuyuki Miyahara）, November 2005, University of Bristol.
"Multilateral Repeated Games : Possibility of Cooperation under Limited Observability"
（joint with Katsunori Ohta）2006年11月、筑波大学
"Pricing of Network Goods and Dynamic Coordination by Consumers,"
 December 2006, Yonsei University
"Pricing of Durable Network Goods under Dynamic Coordination Failure,"
 March 2007, Maastricht University
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs” （joint with Eiichi Miyagawa and
 Yasuyuki Miyahara）, March 2005, Northwestern University.
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs”
（joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara）, 2004年9月、小樽商科大学
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs”
（joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara）, WZB Conference on Markets and Political
  Economy, October 2004, WZB （Berlin, Germany）






















"Repeated Games with Costly Imperfect Monitoring"
（joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara）, 2008年10月、東京大学
"Pricing of Durable Network Goods under Dynamic Coordination Failure,"
 International Conference on Economic Theory, March 2008, Kyoto
"Repeated Games with Costly Imperfect Monitoring"  （joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara）,
 Workshop on Recent Advances in Repeated Games, July 2008, State University of New York at Stony Brook
"Pricing of Durable Network Goods under Dynamic Coordination Failure,"
 2008年11月、横浜国立大学
"Pricing of Durable Network Goods under Dynamic Coordination Failure,"
 応用マイクロワークショップ、2008年12月、東北大学
"Optimal Shirking in Teams" （joint with Hajime Kobayashi and Katsunori Ohta）,
 Annual Conference of the Canadian Economic Association, May 2010, Quebec City
"Finitely Repeated Games with Monitoring Options," （joint with Yasuyuki Miyahara）,
 International Conference on Game Theory,  July 2010, State University of New York at Stony Brook
"Optimal Sharing Rules in Repeated Partnerships" （joint with Hajime Kobayashi and Katsunori Ohta）,
 Yonsei Microeconomics Conference, April 2008, Yonsei University
"Repeated Games with Costly Imperfect Monitoring"
（joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara）, February 2009, Paris School of Economics
"How to Sustain Cooperation in Organizations,"
 Symposium of Japanese-French Frontiers of Science, January 2009, Hayama
"Optimal Sharing Rules in Repeated Partnerships" （joint with Hajime Kobayashi and Katsunori Ohta）,
 European Meeting of the Econometric Society, August 2008, Bocconi University
"Optimal Sharing Rules in Repeated Partnerships" （joint with Hajime Kobayashi and Katsunori Ohta）,
 2008年2月、小樽商科大学
"Optimal Sharing Rules in Repeated Partnerships" （joint with Hajime Kobayashi and Katsunori Ohta）,
 Annual Conference of the Canadian Economic Association, May 2009, University of Toronto
"Pricing of Durable Network Goods under Dynamic Coordination Failure,"
 Far East and South Asia Meeting of the Econometric Society, August 2009, University of Tokyo
"Pricing of Durable Network Goods under Dynamic Coordination Failure,"
 The Tokyo Conference on Economics of Institutions and Organizations, August 2009, University of Tokyo
"Repeated Games with Costly Imperfect Monitoring" （joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki
Miyahara）,　European Meeting of the Econometric Society, August 2009, Barcelona GSE
"Optimal Shirking in Teams" （joint with Hajime Kobayashi and Katsunori Ohta）,
 Yonsei Microeconomics Conference, September 2009, Yonsei University
"Optimal Shirking in Teams" （joint with Hajime Kobayashi and Katsunori Ohta）,
 December 2009, Shanghai University of Finance and Economics
"Optimal Shirking in Teams" （joint with Hajime Kobayashi and Katsunori Ohta）,
 2009年11月、岡山大学
"Accuracy Choice in Repeated Games" （joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara）,





















"Finitely Repeated Games with Monitoring Options," （joint with Yasuyuki Miyahara）,
 Third Asia Joint Workshop in Economics, March 2011, Academia Sinica
"Finitely Repeated Games with Monitoring Options" （joint with Yasuyuki Miyahara）,
4th World Congress of the Game Theory Society, July 2012, Bilgi University
"Finitely Repeated Games with Monitoring Options," （joint with Yasuyuki Miyahara）,
 2010年11月、岡山大学
"Optimal Shirking in Teams" （joint with Hajime Kobayashi and Katsunori Ohta）,
 SAET Conference, June 2011, Faro.
"Finitely Repeated Games with Monitoring Options" （jointi with Yasuyuki Miyahara）,
 7th Spain-Italy-Netherlands Meeting on Game Theory, July 2011, TELECOM ParisTech
"Efficiency in Repeated Prisoner's Dilemma with Private Monitoring,"
 Journal of Economic Theory, 76, 345-361, 1997.
"Optimal Shirking in Teams" （joint with Hajime Kobayashi and Katsunori Ohta）,
 Latin American Meeting of the Econometric Society, November 2011, Adolfo Ibanez University
"A Negative Result in Finitely Repeated Games with Product Monitoring,"
 Economics Letters, 74, 67-70, 2001.
"Private Strategies in Finitely Repeated Games with Imperfect Public Monitoring"
（joint with George Mailath and Steven Matthews）,
 Contributions to Theoretical Economics, Vol. 2, Issue 1, Article 2, 2002.
"Existence of Nontrivial Equilibria in Repeated Games with Imperfect Private Monitoring,"
 Games and Economic Behavior, 40, 299-321, 2002.
"Finitely Repeated Games with Monitoring Options," （joint with Yasuyuki Miyahara）,
 SAET Conference, August 2010, Singapore
"The Maximum Efficient Equilibrium Payoff in the Repeated Prisoners' Dilemma"
（joint with George Mailath and Ichiro Obara）, Games and Economic Behavior, 40, 99-122, 2002.
「契約の経済理論」　（伊藤秀史著）　『経済セミナー』 　2003年10月号
"Uniqueness of Equilibrium Payoffs in Finitely Repeated Games with Imperfect Monitoring,"
 Japanese Economic Review, Vol. 56, No. 3, 317-331, 2005.
2002, "Resurgence of the Abreu-Milgrom-Pearce Formula,"
Kobe University Economic Review, 47, 43-60.
2001, "On the Role of Mixed Strategies in Repeated Games with Imperfect Private Monitoring,"
Kobe University Economic Review, 46, 77-90.
"The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs"
 （joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara）, Journal of Economic Theory, 139, 192-221, 2008.
“Reputation and Turnover” （joint with Rafael Rob）,
 RAND Journal of Economics, Vol. 37, No. 2, 341-361, 2006.
"Finitely Repeated Games with Monitoring Options"
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・ 日本経済新聞・2003 年 9 月 9～12・15・17・18 日 
・ 京都新聞・2006 年 3 月 31 日 
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報告　‘The Global Financial Crisis and the Japanese Economy’
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リスク配分の分析を推し進めている。特に、2007 年に Journal of Economic Theory 誌に公刊された
James Huang と Christoph Kuzmics との共同論文では、リスク許容度の多様性が、代表的個人の相対
的リスク回避度を、経済全体の総消費量の減少関数にせしめる傾向にあることを示した。この結果は、
なぜ、ブラック・ショールズのオプション価格付け公式が与える理論値が、実際に市場で成立する価格
を下回ることが多いかを説明しうるものとして興味深い。また、2008 年に Journal of Mathematical 
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【研究領域】 
理論経済学、公共経済学 
 
【現在の研究テーマ】 
市場理論、経済動学、国際経済、数理経済学、法と経済学 
 
【これまでの研究内容】 
1980 年代以降、盛んになった多人数の消費者を持つ動学的均衡理論の研究を他に先駆けて行った研究
者の一人である。この分野では、一連の論文を通じて、通常の最適計画モデルとは異なり、動学的均衡
経路が初期条件に依存する定常状態に収束することを示した。さらに、定常状態の初期条件への依存度
は長期利子率の低下とともに低まることを示した。財政政策を通じた消費者間の初期資源の純粋移転は
経済の動学的経路にはほとんど影響しないという結論を証明することで、フリードマンの恒常所得仮説
のもとでの予想を厳密な一般均衡モデルではじめて証明した。また、1960 年代以来、多くの国際経済学
者によって検討された「多人数のトランスファー・パラドックス」をはじめて完全な形で解いたことで
も知られる。1990 年代には、複雑系、非線形動学の分野で西村和雄との共同研究を手がけ、動学的均衡
経路に観察可能なカオスが発生する可能性を他に先駆け証明した。その他、研究分野は広範に及び、「国
際貿易」「公共経済学」「マクロ経済学」「規制の経済学」「ゲーム理論」といった幅広い分野の理論的業
績を上げている。 
 
【現在の研究内容】 
本年度は、これまでに引き続いて、「市場の質」の経済学の構築に向けて研究を進めた。特に、2008
年夏に起きた世界金融危機に関して、「市場の質」という観点から新たな分析を行った。この分析を通
じ、日米の金融政策の誤り、金利裁定理論の過信、証券格付の誤り、などが互いに連動して、ＣＤＳ市
場の数量バブルを形成したことを明らかにした。ＣＤＳ市場でのバブルの形成は金融市場における市場
の質の低下に起因しているとみることができ、このバブルの崩壊が金融危機の直接の原因となったと考
えられる。価格が無制限に上昇する通常のバブル（価格バブル）と比べ、今回のバブルは取引数量が無
制限に上昇したことに特徴がある。価格情報と比べると、数量情報の把握は非常に困難であり、そのた
めバブルの存在の確認が遅れ、極めて大きな金融危機につながったと考えられる。 
「市場の質」は、厳密に言うと、資源配分の効率性と取引過程や価格形成の公正性という二つの概念
を総合する指標と定義することができる。効率性に関しては、すでに多くの研究がなされているが、取
引過程の公正性に関する既存研究は存在せず、正確な定義も与えられていなかった。本年の研究では、
この概念の正確な定式化が行われた。一般に、公正性とは、多くの人に妥当として受け入れられたルー
ルや法律が遵守されている状態をさすものであると定義される。このような定義のもとでは、「多くの
人に受け入れられた」とは、どのようなことなのかという問題が残される。実は、この問題は公正性と
いう概念とルールや法律という基準の間に、帰納法的な関係が存在することから発生している。この事
実を指摘するとともに、帰納法的関係を確定するための終点条件を与える基礎的な市場と本源的ルール
を設定し、その終点条件から逆向きに現実の市場における公正性が定義されなければならないことを明
らかにした。 
